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プロローグ












　――ああ、またこの目だ。






　自分に向けられる訝しげな目に、少女はほつれたシャツの裾をぎゅっと握りしめる。

　庭師の手によって整えられたさわさわと風に揺れる木々や、綺麗に刈り揃えられた青々とした芝生、整然と並んだ石畳を辿った先にある目を見張るほど大きな屋敷――――そして目の前に立つ紳士然とした男性の、ピカピカに磨きあげられた靴。

　視界に入るすべてが自分とはまったく縁のない世界のようで、少女の体は強ばる。

　――――だけど。

　ここまで来て引き下がる訳にはいかない。

　敷地内に出入りする業者の荷に紛れてうまく入り込めたまではいいものの、そこから先の行動は全く白紙だった。

　とにかく一番偉い人に会わなければ。

　そう思って探してみたものの、少女の想像よりもずっとずっと広い敷地で一番偉い人を探すのは容易なことではない。

　そもそもの問題として一番偉い人の姿を、少女はこれまで一度だって見たことが無いのだ。

　少女が知っているのは、〝ランドルフ・エディントン〟という名だけ。

　姿かたちを知らぬ〝ランドルフ・エディントン〟を探し、うろうろと敷地内をさまよっていたところを見咎められ、目の前の紳士の前に連れて来られたのだ。






「……あなたが、ランドルフ・エディントン様ですか？」

　ひりつく喉を叱咤して少女が問いかけると、紳士の眉がピクリと動く。

「旦那様のお顔を知らぬ子供が、一体何の用だね？」

　重厚感のある低音で逆に問いかけられ、少女は怯み、落胆する。これだけ立派な身なりをしているのだから、きっとこの男性が目的の人物だと思っていたのに。

　だが、目的を果たすまでは帰れない――――いや、とうの昔に帰る家など無い。もうここ以外に宛もないのだ。

　少女はぐっと顔を上げ、口を開く。

「私を雇って欲しいのです」

　少女の言葉に紳士の目は一瞬見開かれたが、その口元は固く引き結ばれたままだ。

「何でもやります。皿洗いでも、馬の世話でも。教えてくれれば、何でもやります。お願いします、私を雇ってください」

　必死の思いで言葉を紡ぎ、深々と頭を下げる。

「気の毒だが、人手は足りている」

「――っ、お願いします、ここで働かせてください！　お金が……お金が欲しいんです！」

　すがるような目を向ける少女に紳士は溜息をひとつ零して懐をまさぐり、取り出した手帳に何事か書き記して頁を破ると、一枚の銀貨と共にそれを差し出して告げる。

「……これを持ってアイヒンガー孤児院に行きなさい。子供の足では少し遠いが、この銀貨があれば馬車に乗っても釣りが出るだろう。エディントン家のハグマイヤーから紹介された、と言えばすぐに話しが通るはずだ」

　差し出された紙切れと銀貨を前にし、少女の瞳が一瞬揺らぐ――が、それには手を出さずに少女は首を横に振りさらに言葉を重ねる。

「違う……私が欲しいのは……もっと、もっと沢山のお金なんです。じゃないと……お父さんとお母さんがゆっくり眠れないから……」

　そこまで言って、少女は口を閉ざす。睫毛を盛んに瞬かせ、薄汚れた袖でぐいと目元を拭う少女を前にして、紳士の瞳に憐憫の色が滲む。

　――――気の毒に。

　少女の両親は鬼籍に入っているとみて間違いなさそうだ。痩せぎすな体に合っていない男性物のシャツは、もしかしなくとも少女の父親の物か。

『ゆっくり眠れない』という言葉から察するに、恐らくこの少女は亡くなった両親の為に墓を建ててやりたいのだろう。そうだとすれば確かに銀貨一枚では到底足りるわけがない。

　どうしたものか、と悩む紳士の背後から「エトヴィン？」と鈴のような声が聞こえ、振り向いた紳士は驚いたように目を見開いた。

「坊っちゃま、まだ起きてはならぬはずでは？」

　エトヴィンと呼ばれた紳士の言葉に、「もうねつはない」と不満げに唇を尖らせた少年の視線がふと後方へとずれる。

「……？」

　不思議そうに小さく首を傾げながらそっと近づき、エトヴィンの足から覗き込むようにしてこちらを見つめる少年に、少女は驚いた。

　――――なんて綺麗な子なのだろう。

　まるで物語に出てくる天使そのもののような容貌の少年をまじまじと見つめていると、天使は青い瞳をぱちぱちと瞬かせてぱっとエトヴィンの足の陰に隠れてしまった。

　だがやはり少女のことが気になるのか、そうっと顔を出しては少女の様子を窺っていた天使がエトヴィンの袖を引っ張り、訊ねる。

「……あの子のなまえは？」

　天使の問いかけに答えを窮したエトヴィンの代わりに、少女が答える。

「レイファ……レイファ・アレンビーです」

　そう名乗ると、天使は俯き何度か口の中で名前を転がし、恐る恐る口を開く。

「……レイファ……？」

　レイファが頷いてみせると、愛らしい顔に笑みを浮かべてもじもじと手をまごつかせ、ちらりと視線を向けた天使が小さく何事か呟いた。

「…………？」

　首を傾げるレイファの頭上でエトヴィンは小さく苦笑を浮かべ、彼の小さな主人に向かって「坊っちゃま」と声をかける。

「相手の名前を聞く前に、まずご自身が名乗らねば。さ、もう一度」

　身を屈めたエトヴィンに軽く背を押され、一歩前に出た天使は少しのあいだ体を揺すってからグッと顔を上げて口を開いた。

「グレン・エディントン……」

　最後の方は消え入りそうになりながら名乗った天使の名を聞いた瞬間、レイファの瞳が大きく見開かれる。

　レイファの視線よりも頭半分下から見上げる青い瞳が同じように大きく見開かれ、小さな手がそっと目元に伸ばされる。

「……どうしたの？」

　その言葉が何を指しているのか分からず戸惑うレイファに、天使が続いて問う。

「かなしいの？」

　眉を下げた小さな手に手を握られて、ようやく何を言われたのかが理解できた。

　自分よりも小さな子どもに心配されるなんて、そんなにも追い詰められた顔をしているのだろうか。

　気恥ずかしさを誤魔化すように下手くそな笑顔を浮かべ、大丈夫です、と答えたはずの口から、全く別の言葉が飛び出した。






「…………寂しい…………」






　お父さんとお母さんと暮らしたあの家に帰りたい。でも帰れない。だってあそこにはもう何も無い。柱に刻まれた印も、小さく焼け焦げがついたテーブルも、三人で身を寄せあって眠ったベッドも何もかも全て無くなってしまった。

　保護された教会を飛び出して、やっとの思いで帰りついた家にはもう何も残されていなかった。運び出された荷物の中から恐らく零れ落ちたのであろう父がよく着ていたシャツを拾い上げ、レイファは声が枯れるまで泣き続けた。

　泣いて泣いて、目が溶けて無くなってしまうのではないかというほど泣いた。

「お父さんとお母さんに会いたい…………」

　暗い色を灯す薄茶色の瞳からぽたりと涙がひとつ、零れ落ちる。

「でも、もう会えないから…………だからせめてお父さんとお母さんがゆっくり眠れる場所を作ってあげたい…………」

　――――だから働きたいんです。それに、もう私はひとりだから……。

　あふれる涙と共に零れる言葉。それが呼び水となり、ずっと我慢してきた寂しさが、辛さが、次々と溢れ出る。

　レイファの涙におろおろと戸惑っていたグレンが、ぐっと口元を引き締めて自分の袖でレイファの涙を拭い、レイファの手を強く握りしめる。

「レイファ！」

　グレンの言葉に顔を上げ、か細い声で返事をすると。

　グレンは真っ直ぐレイファの目を見て、言った。






「ぼくのしつじになれ！」






　え？　と目を見開くレイファに、グレンは言葉を重ねる。

「しゅじんとしつじはずっといっしょだ。ぼくがずっといっしょにいてやる！　だからぼくのしつじになれ！」

「ずっと一緒……？」

　そうだ、と力強く頷いてみせるグレンの後ろに目を向けると、困ったような、それでいて少し誇らしげな表情を浮かべるエトヴィンの姿がそこにはあった。

「……坊っちゃまがお決めになられたことであれば、私共使用人はそれに従うまで。旦那様には私からご報告申し上げましょう。――――レイファ・アレンビー」

　名を呼ばれ、「はい」と小さく返事をするレイファに、エトヴィンの目が細まる。

「もっと大きな声で、はっきりと返事を。それから背筋を伸ばしなさい。エディントン家に仕える者として相応しい振る舞いを常に心がけなさい」

　エトヴィンの早速の指導に、レイファは慌てて背筋を伸ばし「はい！」と大きな声で返事をする。






　レイファはこの日、誓った。

　自分に居場所を与えてくれたこの小さな主の為に生きよう、と。

















第一章












　レイファ・アレンビーの一日は、まだ夜も明けきらぬ早朝から始まる。

　上級使用人に割り当てられた一室で目を覚まし、くぁと欠伸をひとつしてから枕元に置いてある写真に向かって朝の挨拶をする。

「おはようございます、坊っちゃま」

　写真に映るあどけない笑顔の主に向かって微笑み、レイファはベッドから滑り降りる。

　顔を洗い、肩にかかる程度の癖のない髪を愛用の結紐でひとつに束ね、一般的な執事たちが着用するものよりもやや細身に作られたお仕着せに身を包み、リボンタイを手に取り――ふと思う。

（坊っちゃま、ご自身でちゃんと結べているかしら……）

　主のタイを整えるのも執事の務めだが、ここ数年その役目を果たせてはいない。

　首が詰まるのが嫌だと駄々を捏ねては、ふと目を離した隙にタイを抜き取ってしまう幼い頃の主を思い出し、レイファは忍び笑いを洩らす。

　在りし日の思い出をなぞりながら半ば無意識のうちに手を動かして襟元に蝶を作り、全身をくまなく確認し終えてからくるりと踵を返して机上の写真立てを手に取る。

　柔らかい布で埃を払い、元ある場所へ戻してからレイファはその写真に向かって深々と腰を折る。

「行ってまいります、坊っちゃま」

　枕元の物よりも幾分か背が伸びたグレンの写真に笑顔を浮かべ、レイファは部屋を後にした。






　この国において、アルムホルト家、ローデンヴァルト家、エディントン家、といえば押しも押されもせぬ大富豪である。

　王政を廃して久しいこの国だが、三家の系譜を辿れば皆やんごとなき血筋であり、その中でも最も高貴なのが王家筋であるアルムホルト家だ。血がそうさせるのか、はたまた別の理由があるかは定かではないが、アルムホルト家の男子は大半が政に関わっている。

　ローデンヴァルト家は武に長けた血筋であり、その流れを汲んでかそちら方面に特化して財を成した歴史を持つ。当代であるローデンヴァルト当主もまさに武の男といえ、現役時代に果たしたフェンシングの大会十連覇という偉業は未だ破られていない。

　そんなアルムホルト家、ローデンヴァルト家と比べ、血統だけでいえばエディントン家はやや劣る家柄である。――――だが、それを補って尚余りある優れた商才を持っていた。

　慣習や常識に囚われず、自身が見聞きしたものをあらゆる角度から観察し、先見の明に長けていた当時のエディントン家当主の手腕により、エディントン家は大きな財を成した。

　以降、それまで培ってきた人脈を駆使し多種多様な分野に進出し成功を収めてきた結果が、今のエディントン家である。

　好奇心が強く、革新的なものを好むエディントン家だからこそ、男性社会である執事という職業において女性の身でありながら執事服を着ているレイファのような存在が許されているとも言えるだろう。






『前例が無ければ、作ってしまえば良いことだろう？』






　なんでもないことかのように軽く言ってのけたグレンの父ランドルフ・エディントンの一声により、レイファ・アレンビーは正式にエディントン家の執事見習いとなった。

　本来であれば執事学校に入って学ぶ語学や経済学、この国の成り立ちや世界の歴史に教養やマナーなどの教育をレイファは家令であるエトヴィンによって施された。エトヴィンの指導は非常に厳しく、最初の二年程は枕を濡らさぬ日が無かった程だったが、その膨大な知識量は凄まじく、教え方は抜群に上手かった。――後に知ったことだが、エトヴィン・ハグマイヤーの名は他家にも轟いており、その名を知らぬ者は居ないとまで言われた伝説級の逸材であるらしい。

　そんな超一流の教育を受けたレイファは十六歳で執事資格を取得し、あの日から今日に至るまでグレン・エディントン付きの執事として全身全霊をもって主に仕える日々を過ごしている――――のだが。

「…………坊っちゃま、お腹を冷やしておられないでしょうか…………」

　銀食器を磨きながらそうポツリと呟くレイファに、同じく執事であり同僚であるマルコはまた始まった……と盛大な溜息をこぼした。

「あのなぁ、坊っちゃまももう今年で十八になるんだぞ。さすがにご自分の腹の具合くらい把握できるだろうよ」

　過保護にも程があるだろう、と呆れるマルコに向かって「ですが！」と食い下がる。

「坊っちゃまは暑がりで、私が何度直しても上掛けを剥いでしまわれて翌朝腹痛を訴えることが……！」

「それ、いくつの時の話だ？」

「…………十一歳の頃の話ですが…………」

「何年前だよ」

　大げさに肩を竦めてみせるマルコに、レイファはぐっと言葉をつまらせる。

　確かにマルコの言う通りだ。

　だが、レイファの記憶の中のグレンは十三の歳で止まってしまっているのだ。

　――――グレンが寄宿学校に入って四年と十ヶ月。レイファの〝坊っちゃま不足〟は日に日に深刻さを増すばかり。

　先程のお腹を冷やしては云々かんぬんを始め、

「あちらは空気が乾燥しやすいと聞いていますが、もしや風邪をひかれてはおられないでしょうか？」

　だの

「天使のような、いえ天使そのものであられる坊っちゃまのこと、万が一にも嫌われるようなことは無くとも、坊っちゃまの才覚を疎んじ妙なやっかみを受けたりはされておられないでしょうか？」

　等々、グレンの入学直後から今日に至るまで、レイファの心配は尽きることがない。

　その度に周りの使用人たちが慰め励ましていたのだが、一年過ぎたあたりからは皆呆れてぞんざいな対応になっている。

「確かにグレン坊っちゃまは病弱だったけどさ、それも本当に小さい時までの話だろう？　シェルストレームに入学する直前なんか元気に馬を乗り回してたじゃないか。手紙にも元気でやってるって書いてあるんだろ？」

「はい……。ですがここ最近はいただく手紙も短くて……卒業間近でお忙しいだけだと分かってはいるのですが……」

　そう零し、レイファは長い睫毛を伏せ俯く。

　海を越えた先にあるシェルストレーム学院は各国の名門子息たちが集まる有名校だ。

　全寮制であるシェルストレーム学院の校則は厳しく、『勉学に集中する為』という理由から、五年間の学院生活のあいだ生徒たちは余程の理由がない限り親元に帰ることを許されない。

　手紙のやり取りも制限され、送られた手紙は月に一度だけ生徒たちの手元に届けられる。

　グレンが十三歳で入学して以降、月に一度届く手紙だけが様子をうかがい知れる唯一なのだが、その手紙も昨年あたりから文面が短くなっている。

　寂しげに眉尻を下げつつも手は淀みなく動かすレイファに、がしがしと頭を掻きながらマルコが口を開く。

「……まぁ、あともう何ヶ月かすればお帰りになるんだ。笑ってお迎えしようぜ」

　そう肩を叩くマルコに、レイファはようやく顔をあげて笑顔でこくりと頷いてみせた。

　そして――――










　朝からそわそわと落ち着かない様子で玄関先を歩き回るレイファを階上から見下ろしていたエトヴィンは、呆れたように小さく首を横に振る。

「レイファ」

　声を張り上げているわけでもないのに、放たれた矢の如く頭上からまっすぐ飛んでくる声に、思わずレイファの背筋が伸びる。

「――――……私が言わんとすることが分かるかね？」

「……申し訳ございません……」

　情けなく眉をハの字にしつつ、美しい所作で腰を折るレイファの隣でマルコが小さく肩を竦める。その表情はほら見ろ、とでも言いたげで、レイファの様子を微笑ましげに見ていたメイドたちもクスクスと忍び笑いを漏らしている。

　懐中時計を取り出し、針の位置を確認したエトヴィンが口を開く。

「そろそろご到着される時間か」

　エトヴィンの言葉にレイファの肩がピクリと動く。

　つい今しがた注意されたばかりなのだが、どうしても落ち着かない。

　五年ぶりに、ようやく坊っちゃまのお顔を拝見できる。お声が聞ける。

　五年前はまだレイファの方が少しばかり背が高かったが、きっと背も伸びただろう。

　声はどうだろう、顔つきは、体つきは？

　この五年間、坊っちゃまのことを考えない日は一日だって無かった。

　あの日、十一歳だった自分に居場所を与えてくれた坊っちゃまに、生涯尽くそうと決めた。

　今日からまた、坊っちゃまの為に働ける――――その喜びを抑えることが出来ない。

（あぁ……早くお会いしたい……！）

　ぎゅっと両の手を組み握るレイファの耳に、石畳を叩く車輪の音が飛び込んできた。

　その音を合図にエトヴィンが扉の前に立ち、レイファとマルコは扉の横に控え、その後ろにずらりと使用人たちが並び立つ。

　馬のいななきと共に止まった車輪の音に続いて、石畳を鳴らす靴の音が近づいてくるにつれ、レイファの鼓動が短く速くなっていく。

　ギィ、と音を立てて開かれる扉に、皆が一斉に頭を下げる。

　射し入る陽の光と共に見えた靴。

「――――お帰りなさいませ、グレン坊っちゃま」

「……あぁ。ただいま、エトヴィン。少し白髪が増えたか？」

　――――そう軽口を叩く、聞き覚えの無い低音。

　奥へと向いていた靴先がレイファの方へと向く。

「レイファ」

　懐かしげに名を呼ばれ、レイファが顔を上げるとそこには――――

「ぼ……っちゃま？」

　目の前に立つ、短く揃えられたアッシュブロンドの髪を持った青年に、レイファの語尾は思わず疑問形になる。

　大きく目を見開いて驚くレイファに、グレンが苦笑しつつ口を開く。

「なんで疑問形なんだ。まぁ……五年前よりも背が伸びたから、少しは変わったかもしれないな」

　確かにそうだが、それだけではない。背丈どうこうの話ではない。

　出会った頃のグレンは、それはそれは少女と見紛うばかりの美少年だった。母であるアメリアに似た、儚げで線の細い美少年だったのだが。

　今、レイファの目の前に立つグレンの胸板は五年前の三倍……いや、五倍は厚くなっている。

　筋骨隆々とした体躯を包むシャツのボタンは、今にもはちきれてしまいそうだ。

　男性美に溢れた精悍な顔つきの、まさに偉丈夫といった風貌の中で唯一変わらない青い瞳の中に映る自分を見つけ、レイファはぱちんと大きく瞬きをする。

　レイファよりも頭ひとつ分上にある瞳を見上げ、ぽかんと呆気に取られていたレイファの瞳にじわりと涙が滲むのを見て、今度はグレンが大きく目を見開く。

「っ!?　レイ――――」

「坊っちゃま……っ！　こんなにも、こんなにもご立派になられて……！　レイファは……レイファは……っ！」

　感極まって両手で顔を覆うレイファに、グレンが慌てふためく。

「お、おい……！　レイファ、泣くなって……」

　まごまごと大きな手を握ったり開いたりを繰り返しながら宥めるグレンに、レイファがスンと鼻を鳴らしながらようやく顔を上げる。

「お見苦しい真似をお見せいたしまして、大変申し訳ございません」

　深々と頭を下げてから、レイファは微笑む。

「坊っちゃまのお帰りを心よりお待ち申し上げておりました――――お帰りなさいませ、グレン坊っちゃま」

　レイファがそう告げるとグレンも青い瞳を嬉しそうに細め、

「あぁ、ただいま」

　と笑ってみせた。






「折角グレンが帰ってきたというのに、クラウスが不在とは間の悪いことだ」

　ワイングラスを傾けながらそう漏らすのは、現エディントン家当主であり兄弟の父であるランドルフ・エディントンだ。

　現時点ではまだランドルフが当主なのだが、実質的には長男であるクラウスにほとんどの事業を引き継ぎ終え、今は自身の趣味でもある事業を一部担っているのみ。

　現役を退くにはまだ早い年齢だが、自分の代で成すべきことは成した、とクラウスに引渡してもう数年が経つ。

「クラウスも貴方に会えるのを楽しみにしていたのよ。もちろん、わたくしたちもね。……あぁ、でも一番首を長くしていたのはレイファかしら？」

　ランドルフの隣で柔和な笑みをたたえた母アメリアがそう揶揄うと、グレンの後ろに控えていたレイファは居た堪れずに身を縮こませる。ほんの三十分前まで、グレン帰宅時の失態についてエトヴィンから長々としたお説教を受けたばかりで、すっかりしょげている。

「お……私も会えるのをずっと楽しみにしていましたよ」

　ぼそりと呟いたグレンの言葉に、アメリアとクラウスの妻であるエルザは「あら？」と小さく眉を跳ねさせたが、ランドルフは息子の言葉を真っ直ぐに受け取り、嬉しそうに深く頷いて「あぁ、そうだろうとも」と答える。

「私もシェルストレームに入っていた頃、何度家族に会いたいと思っていたか。父――お前の祖父には『エディントン家の男子がそのような軟弱なことを言ってどうする』と叱られたが、そう言っていた父上も同じようなことを言っていたと後からお祖母様に聞いたよ。何も恥じることはない」

「……そうですね」

　遠い記憶を辿るように懐かしげに目を細める父に向かって曖昧な返事をし、グレンは僅かに背後を気にするような素振りを見せる。

「だがしかし……本当に逞しくなったものだ。クラウスもグレンも幼い頃はアメリアにそっくりだったが、顔つきといい体躯といい、今のグレンは私の若い頃にそっくりじゃないか」

　なぁ？　と同意を求めるランドルフに、アメリアも「えぇ、本当に」と頷いてみせる。

「出会った頃の貴方にそっくり。初恋の思い出が蘇るようですわ」

「なんだ、年老いた今の私では不満かね？」

「何を仰いますの。わたくしは今も毎日貴方に恋をしていますわ」

「……私もだ、アメリア。時を重ねるごとに美しくなっていく君の前では、私はいつでも愛の奴隷と成り下がる」

　まるで初々しい新婚夫婦のようにうっとりと互いを見つめ合う両親に、げんなりとした表情を浮かべるグレンの後ろでレイファは感動に打ち震えていた。

（なんて素敵なご夫婦なのかしら……）

　この時代に珍しくも恋愛結婚をしたグレンの父母は、それはそれは仲睦まじい。上流階級に位置すると、様々な思惑を有しての結婚などざらであり、当人たちの気持ちよりも家の都合の方が優先される場合がほとんどだ。

　他家の使用人たちから聞いた話では、愛の無い結婚の末夫婦共々愛人を囲い、夫婦円満などという言葉からは程遠い生活を送る夫婦も少なくないと聞いているが、エディントン家に限っては例外だ。

　結婚生活三十余年を過ぎても尚、いつまでも新婚のように仲睦まじいランドルフとアメリアはもちろんのこと、見合い結婚であるグレンの兄クラウスとエルザもまた非常に仲の良い夫婦である。

（そんなご両親と兄上を見ておられるのだから、坊っちゃまもきっと素晴らしい夫となられるに違いない）

　父であるランドルフのように逞しく、精悍な顔立ち。母であるアメリアから受け継いだ青い瞳はどこまでも優しげで、どんな女性もきっと見惚れるだろう。

　それにグレンは見た目だけでなく、中身だって素晴らしい。

　真面目で責任感が強く、忍耐強い。あまり体が強くなかった幼少期、外に遊びに行けずに辛い日々もあっただろうに、それをおくびにも出さず勉学に励んでいた。

　時折無茶をしすぎてレイファの顔色を青くさせたことも少なくないが、体力づくりのおかげもあって少しずつ体も丈夫になっていった。

　社交界に出れば引く手あまた、若い女性たちが放っておく訳もない。

　その中から生涯を共にするたった一人の女性を見つけ、可愛い坊っちゃまとお嬢様に恵まれ幸せな家庭を築くのだ――――

　愛しげに未来の妻と子供たちを見つめるグレンを想像し、こっそりと口元を緩めたレイファの胸がツキリと痛む。

（――――…………？）

　一瞬走った、今の胸の痛みは何だろう。

　この時のレイファには、胸の痛みの正体がまだ分からなかった。











◇　◇　◇












　グレンの帰宅から一夜明けた早朝、レイファは誰から見てもウキウキとした様子で一日の準備を始めていた。

「えぇと……坊っちゃまが好きな葉は、っと……」

　陶器の入れ物に手を伸ばし、香りを嗅いで微笑む。

　紅茶の葉の状態を確認し渋さを好まないグレンの好みに合わせ、渋みが少なく甘みが強い葉を選りすぐってブレンドするレイファの口からは無意識のうちに鼻歌がもれる。






　坊っちゃまのために紅茶を用意し、坊っちゃまのために朝食を準備する。






　グレンの存在ひとつで、日々の仕事への熱の入り方がこんなにも変わるらしい。

〝エディントン家の執事〟であること――それ自体に誇りを感じているのは間違いない。だが、やはりレイファにとっての主はグレン、そのグレンのために働けることがレイファにとって何よりも重要で幸福だった。

　エトヴィンに言わせると、『エディントン家に仕える者として相応しくない』考えなのかもしれないが、事実レイファのやる気の源はグレンの存在なのだ。

　自分に居場所を与えてくれた坊っちゃま。

　自分に役目を与えてくれた坊っちゃま。

　文字通り、坊っちゃまのためなら何でもできる。

　昨日までとは打って変わって、今日からレイファの日々は薔薇色だ。

「――よし。お目覚めの紅茶はこれで良しとして……」

　と、腰に手をあてふと窓の外に視線を向けた直後、レイファは目をひん剥き、声にならない声をあげ部屋から飛び出した。






「ぼ、坊っちゃま！　もうお目覚めでいらっしゃったのですか!?」

　レイファの声に振り返ったグレンは、額に浮かんだ汗を手で拭い首肯する。

　丸襟の簡素なシャツがしっとりと肌に張り付いている様を見て、レイファが問いかける。

「申し訳ございません、今日はもう少し遅く起きられるものだと……もしや体を動かしておられたのですか？」

「あぁ。船やら馬車やらの移動でここ一週間近くまともに体を動かしていなかったから、どうにも眠りが浅くて早めに目が覚めた」

　グレンの答えになるほど、と得心するレイファをよそに、グレンはぷらぷらと手足を振り、おもむろに地面に片手をついてそのまま腕立て伏せを始め、レイファはまたもや目を見開いた。

「ぼ、坊っちゃま!?」

「なんだ」

　動きを止めぬまま返事をするグレンに、動揺しながらレイファが訊ねる。

「か、かた、片手ですよ!?」

「片腕立て伏せなんだから当たり前だろう」

「いえ、そうですが、そういうことを言いたいのではなく……！」

（だって、昔の坊っちゃまは両手をついての腕立て伏せだって苦しそうにしていたのに！）

　それなのに、今目の前のグレンは片手の状態で平然とその体躯を上下に持ち上げている。

　レイファのものよりもふた周り以上――いや、倍近くある二の腕の筋肉が、体を上下させるのに合わせてぐぐっと大きくなる。

（逞しくなられたとは思ったけれど……まさかこんな……）

　呆気にとられるレイファをしり目に、グレンは両腕それぞれ十回ずつふた周りし終えると、今度は膝を何度か屈伸させ、ぐぐっと膝を折り曲げた後――両脚で大地を蹴り上げた。

「へ」

　ぽかんと口を大きく開けたレイファの顔が、上に下にと動く。

　レイファの胸近くまで跳び上がるグレンの巨躯を、無意識に追い掛けるレイファの耳に「ん〝ん〟っ」と咳込む音が聞こえハッと我に返る。

「だ、大丈夫ですか!?」

　慌てて駆け寄るレイファに、顔を背けたグレンが「なんでもない」と答え、シャツの裾でぐいと顔を拭う。

　その隙間から覗く盛り上がった腹筋に目を奪われ、レイファは息を飲んだ。

　どこかで見た彫刻のように美しい筋肉――――そう、あれは確か昔グレンと一緒に眺め見たエディントン家所有の芸術品の中にあった英雄像だ。

　雄々しく剣を振りかざし、鋭く力強い眼差しを遥か遠くへと向ける古の英雄の姿と目の前のグレンの姿が重なって見え、レイファの胸がドクンと大きく脈打つ。

「…………？」

（今のは一体……？）

　小さく首を傾げ、胸元を撫でてみる。

　だが、自身に起きた異変の元を探るのに、それはあまりに一瞬の出来事だった。






「お待たせ致しました」

　自室で汗を流し終えたグレンの前に朝食を並べ、レイファは脇へと退く。

　広い食堂で席に着いているのはグレン一人。ランドルフとアメリアは朝早くから連れ立って視察へと向かい、第三子を妊娠中である義姉のエルザは自室で朝食をとるようだ。

　硬く小さな音を立てながら無言のまま朝食をとるグレンに目線を向けていたレイファの耳に、バタバタと慌ただしい足音がふたつ飛び込んでくる。

「グレンおじさま！」

「待ってよ、ドリー！」

　息を切らしながら食堂へと飛び込んで来たふたつの小さな人影に、グレンは一瞬目を見開いた後、苦笑しながら声を掛けた。

「ドリー、アル。エトヴィンに叱られるぞ」

　立ち上がったグレンに一瞬怯んだ子供たちだったが、その瞳の色を見上げた瞬間満面の笑みを浮かべ、逞しい脚に勢いよく抱き着く。

「お帰りなさい、おじさま！　びっくりしちゃった、だってまるで別人のようなんだもの！　お父さまよりもずっとずっと背が高いわ！」

「ドリーも随分大きくなったんじゃないか？」

「まぁおじさまったら！　レディに向かって『大きい』は失礼よ！」

　ふっくらとした頬を更に膨らませプイっと顔を背ける姪っ子に指摘され、口を噤んだグレンは軽く頭をかき、恭しく紳士の礼をもって謝罪の言葉を口にする。

「大変失礼いたしました、小さなレディ。どうか私めにお詫びのしるしを差し上げる許可をいただけませんか？」

　わざとらしくも仰々しい物言いのグレンをじろりと横目で睨んでいたドーリスは、尖らせていた口元を緩め、くいと顔を上げる。

　姪っ子のおしゃまな仕草に喉奥で忍び笑いを洩らし、グレンは片腕に小さな体を軽々と抱き上げ、頬同士を合わせて小さなリップ音を立てた。

「無礼な言い方を許してくれるか？　ドリー」

「……しょうがないから許してあげるわ」

　はにかみながらそう答え、ドーリスはグレンの首に抱き付く。

　ドーリスをだき抱えたまま、グレンの視線が下へと向く。

「アル」

　声を掛けられたアルノルトはハッと肩を震わせ、もじもじと下を向いて「えっと……」と口篭る。

「グレンおじさま……あの……お、おかえりなさい……」

　たどたどしく口にするアルノルトの頭に、ぽんと大きな手が乗せられる。

「ただいま、アル」

　優しく微笑むグレンにほっとしたような笑みを浮かべたアルノルトの体がふわりと宙に浮く。

「わぁっ」

「お、重くなったな」

　そう言いつつも軽々と両腕に双子を抱え、楽しそうに笑うグレンの姿をレイファは微笑ましい気持ちで見つめる。

　優しげな笑顔は、あの頃のグレンと何も変わらない。

「ドーリスお嬢様、アルノルト坊っちゃま。ご朝食は召し上がられましたか？」

　レイファの問いに、双子は顔を見合わせ揃って首を横に振る。

「ではすぐにご用意いたしましょう」

「わたし、ふわふわの白パンがいいわ！　アルはどうする？」

「ぼ、ぼくは……えっと……」

　下を向き悩むアルノルトがちらとグレンを見るのに気付いたレイファが優しく微笑む。

「本日は白パンの他に、デニッシュとクロワッサンをご用意しております。グレン様はクロワッサンを召し上がられました」

　レイファの言葉に顔を上げたアルノルトは小さく頷き、「……おじさんと同じやつ……」と恥ずかしそうに答える。

　するとドーリスがクスクスと笑い、ひょいとグレン越しに顔を覗かせて「アルの真似っ子しい！」と揶揄う。

「ち、ちがうよ！　ぼくもクロワッサンが食べたいって思って……たまたまおじさんと同じやつだっただけ！」

　そう否定するアルノルトだが、耳まで赤いのを見るに図星を突かれたとみて良いだろう。

　実際、アルノルトは大のグレン贔屓であり、レイファと共に『グレン大好き同盟』を組んでいるほどの心酔っぷりである。

　末子であるグレンにとって、双子は甥姪というよりも歳の離れた弟妹のような感覚が近く、それはドーリスとアルノルトにとっても同じだった。

　覚束無い足取りでよちよちと歩いていた頃よりも前から、勉強や体力作りの合間をぬって遊んでくれたグレンに双子が懐くのは当然だった。

　双子が物心ついてしばらくしてからグレンはシェルストレーム学院に入学してしまったが、レイファの〝グレン至上主義〟に見事感化されたアルノルトにより、程なくして『グレン大好き同盟』（構成員はアルノルトとレイファのみ）が設立されたのである。

　――因みに余談ではあるが『グレン大好き同盟』の設立に際し、姉であるドーリスは「なにそれ」と取り合わず、母エルザは「あらまぁ、素敵ね」とおっとりと微笑み、父クラウスはちょっぴり傷ついた顔をしていたとか、いないとか。

　兎にも角にも、大好きな叔父が帰ってきてご機嫌な双子は、朝食の席についてからも競い合うようにグレン不在中の出来事を身振り手振りを大いに加えながら話してみせ、グレンはそんな甥姪の脈絡のない話に耳を傾けながら笑顔を浮かべていた。

「ねぇ、おじさま。今日はお暇でしょう？　もっとおじさまとお喋りしたいわ」

　目を輝かせながらそう訊ねたドーリスに、グレンは否と答える。

「悪いがこれから用事があるんだ」

　グレンの答えにドーリスはぷうっと頬を膨らませ、アルノルトは分かりやすく肩を落とす。

「せっかくおじさまと遊べると思ったのに……」

「またすぐに時間を作るさ。それにドリーもアルもやらなきゃいけないことがあるだろう？」

　そう言ってグレンが外した視線の先で、レイファが頷く。

「さぁ、ドーリスお嬢様。もう間もなくバルフェット夫人がお越しになる時間です。アルノルト坊っちゃまはマルコと共に乗馬場へ参りましょうね」

　レイファに言われ渋々席を立つ双子がそれぞれ迎えに来た使用人たちに連れられ退室するのを見届けると、おもむろにグレンも立ち上がる。

「――――あ。坊っちゃま、少しお待ち下さい」

　反射的に動きを止めたグレンに近づき、胸元に手を伸ばす。

「先程お嬢様がたをお抱きになられた時にずれたようです」

　ずれたタイを真っ直ぐに整え直し、「失礼いたしました」と軽く微笑む。

　――だが、見上げた先のグレンの表情に、レイファは思わず息を飲み込んだ。

「……口で言えば自分で直す」

　硬い声でそう言い、まるでレイファの手を拒絶するかのように背を向けるグレンに、レイファの唇は戦慄いた。

「……も……うし訳ございません……」

　辛うじて吐き出した言葉がグレンの耳に届いたかどうか。

　振り返りもせずに食堂から出て行く主の背を、レイファは呆然と見送るしかなかった。

















第二章












「はぁ……」

　浮かない顔で銀食器を磨くレイファは、この日何度目か分からぬ溜息をつく。

　麗らかな外の様子とはまるで正反対にレイファを取り巻く空気は重く、暗い。

　レイファが抱えている一通りの仕事にはもう目処がついており、グレンを除くエディントン家の家人たちは皆それぞれの用事で出払っている。

　そしてそのグレンからも特段なにか用事がない限り声は掛からず――結果、暇を持て余したレイファはこうして銀食器を磨いているのだ。






　シェルストレーム学院から帰ってきてからというもの、グレンは兄の手伝いをするための勉強にほとんどの時間を割いている。本格的にグレンが家業に関わるのはまだ少し先なはずなのだが、曰く『いざと始まった時に、何も分からない何も知らないお気楽な次男坊と言われたくない』と、事前に知識を詰め込んでいるようだった。

　十離れたクラウスとグレンの仲は決して悪くない。だがやはり年齢差の問題からか、兄弟間の交流はそう多くはない。

　加えて言うならば、クラウスは非常に優れた才覚の持ち主であり、次期エディントン家当主として父や母はもとより周囲からの評価も非常に高い。さらに母譲りの線の細い美男子とくれば、それはもう向かうところ敵なしである。やや表情の乏しい部分はあれど、妻エルザ曰く『だからこそ、たまに見せる笑顔にとんでもなく価値が出る』らしい。

　そんな完璧超人な兄を持つと、弟として劣等感を覚えてしまうのは致し方ないのかもしれない。一歩違えば悲しい未来があったかもしれない兄弟間を、おおよそ正しい道へと導いたのはグレン本人の真っ直ぐで努力家な性格と、どんな状況下であろうともグレンの絶対的な支持者であるレイファの存在が大きく影響しているのだろう。

　――――だがしかし。

　恐らくは血を分けた家族よりもグレンの人となりを知っているはずのレイファだが、ここ数日のうちにその自信は大きく揺らいでいた。

　五年前には感じていなかった、グレンと自分との間にある見えない壁――五年という月日は、レイファが想像していたよりももっとずっと大きな変化を及ぼしていたのだ。

　何か不手際があったのだろうか？　――そう考えたものの、実際不手際を起こす程グレンと接触していない。なぜなら『俺はもう子供じゃない』と、グレンはひとりで何でもこなしてしまうのだ。

　実際、身の回りのことに関してレイファの助けが必要な場面はもうほとんどない。

　レイファが起こしにいかずとも目覚め、着替えをし、時間通りに食堂へとやって来る。

　苦手だったはずの野菜もいつの間に克服したのか、文句一つ言わずに平らげて自室へと戻り、後はひたすら勉強だ。

　――何度起こしても中々目が覚めず、タイがうまく結べないグレンはもう居ない。

　苦味の強い野菜をレイファの目を盗んでこっそり捨て、勉強に飽きたと駄々をこねるあの頃のグレンはもう居ないのだ。

「はぁ…………」

　先程よりもずっと重く暗い溜息を零し、レイファは銀食器を磨く手を止める。

（この感情は……何なのだろう……？）

　敬愛する主の成長を喜ぶ気持ちが無いわけではない。外見も中身も大きく成長したグレンを誇らしくさえ思う。

　だがそれと同じくらい、何か心に隙間が空いてしまったような――言い様のない寂しさを覚えているのもまた事実だ。

　幼かったあの頃――居場所を無くし、誰からも必要とされない痩せっぽっちな自分を拾い上げてくれたあの小さな手が、どんなに温かく大きく見えただろう。行き先も分からず、暗闇の中をなんの手がかりもなく歩き続けていた自分に居場所を与えてくれた小さな天使に、どれ程救われただろう。

　一生かかっても返しきれない程の恩を、文字通り一生かけて返そうと心に決めた。

　側に仕えて恥ずかしくないように、常に力になれるように。

　健やかに、幸福であるように。

　あの笑顔を曇らせないように――――レイファの願いは、ただそれだけ。

「――――そう。何を考えているの」

　そう呟き、レイファは顔を上げる。

（坊っちゃまが幸せでおられれば、それだけで良いじゃない。寂しいだなんて思ったら罰が当たるわ）

　優先すべきはグレンのこと。自分の思いなんて関係ない。

（恐れ多くも、坊っちゃまのことを弟のように感じていたのかもしれない）

　今更ながら気付いたグレンへの感情に、レイファが苦笑を浮かべ頭を振ると。

　パタパタと忙しない足音と共に、メイドのひとりが部屋へ飛び込んできた。

「レイファさん！　お、お客様がお見えですっ!!」

「お客様？　そんな予定は聞いていないけれど……どちらの御方と？」

「ア、アルムホルト家のディートリヒ様です!!」

「えぇっ!?　そんな……まさか!!」

　メイドが発した名に椅子から転げ落ちそうになりながら、レイファは立ち上がり慌てて玄関先へと向かった。






「連絡もなしに来るのはマナー違反だろう」

　腕を組み眉を顰めるグレンの言葉に、さして悪びれた様子もなくディートリヒは肩を竦めてみせる。

「手紙は送ったんだがなぁ。どうやらうちの馬は早馬よりもずっと脚が速いらしい」

「ふざけたことを言うな。大体、何の用があって来たんだ。三男坊とはいえ遊んでいられるほど暇じゃないはずだろう」

「まぁね。でもやっと山奥の牢獄から開放されて自由の身になれたんだ、少しくらい羽を伸ばしたって罰は当たらないだろう？」

「だったらわざわざうちに来るんじゃなくて別の所に行け。俺は忙しいんだ！」

「つれないこと言うなよ。五年間同室だった親友に向かって、さ」

「誰が親友だ!!」

　声を荒げるグレンにレイファは驚き、思わず紅茶を注いでいた手を止める。

　ちらと視線を向けた先でグレンは気まずそうに顔を歪め、「……すまない」とレイファに呟く。

　いいえ、と答え、柔らかな湯気が立つティーカップをディートリヒの前に置こうとしたところで、ふとディートリヒの視線が自分へと向けられていることに気がついた。

（……なにかしら？　顔になにかついている……？）

　表情には出さず内心で首を傾げるレイファを見つめていたディートリヒは、下がろうとするレイファに向かって微笑むと――――「ありがとう、美しいお嬢さん」と礼を言ってレイファの手を取り、唇を押し当てた。

「――……っ!?」

　突然のことにレイファが驚き目を白黒させたその瞬間、グレンの足が大きく踏み出され、レイファとディートリヒの間に立ちふさがりディートリヒを一喝する。

「ディートリヒ!!　何の真似だ!!」

「おー怖。そんなに怒るなって、ただの挨拶だよ」

　両手を上げ敵意がないことを示すディートリヒだが、グレンの怒りは収まらない。

「レイファに軽々しく触れるな！　このスケコマシめ!!」

　歯を剥き出し猛獣のように唸るグレンの尋常ではない怒りように、焦ったレイファは背中越しに背を伸ばし耳打ちした。

「ぼ、坊っちゃま！　お客様に向かってそのような乱暴な言葉は……！」

「……っ!!」

　レイファが言うや否や、バッと耳を押さえグレンが大きく距離を取る。

　まだ怒りが収まらないのか、耳まで赤くして鼻息を荒くするグレンの様子を気にかけつつもレイファはディートリヒに向かって頭を下げる。

「ディートリヒ様、大変申し訳ございません。不慣れな為お見苦しい姿をお見せいたしました」

　グレンとレイファのやり取りを興味深そうに眺めていたディートリヒが「え？」と我に返り、あぁと手を叩いてからにこりと微笑み、ひらひらと手を振る。

「大丈夫、気にしないで。予想外に面白いものが見られたから。こちらこそグレンの大事な執事に触れたりして悪かったよ」

　揶揄うような口ぶりでグレンを見るディートリヒを、未だ耳を押さえているグレンが射殺すような目で睨みつける。その目はまるで『それ以上余計なことを言うな』とでも言いたげだ。

　グレンの目が語る意図を読み取ったのか、ディートリヒは肩を竦めて紅茶に口をつける。

「――――うん、美味しい。美人な執事とこの紅茶だけでも来た甲斐があるよ」

〝美人〟と言われ、どう反応して良いものか戸惑うレイファは困ったように目を伏せる。社交辞令だと分かってはいるが、普段言われない台詞なだけにどうしていいか分からない。アメリアやエルザならばこんな時もスマートに答えてみせるのだろうが、生憎レイファにはそんな技能は備わっていない。

「うちにも欲しいな。美人で有能で、さらに紅茶を淹れるのがうまいときたら文句なしだ。なぁグレン、彼女みたいな人材、一体どこで見つけてきたんだ？」

「……お前には絶対教えない」

　苦虫を噛み潰したような顔つきで紅茶を飲むグレンの返しに、ディートリヒは「ケチだな」と呟き、またもやグレンに睨みつけられる。

「それを飲み終えたらさっさと帰れ。それかどこか別のところへ行け！　さっきも言ったが俺は忙しいんだ！」

「だからつれないことを言うなって。どうせ俺が来るまで机に齧りついていたんだろう？　適度に息抜きしないとかえって効率が悪くなるぞ。シェルストレームでもそう言ったじゃないか」

「要領が悪いのは自覚している。お前よりもずっと優秀な、それこそ化け物みたいな人間の弟をやっているからな。俺みたいな凡人は、数をこなさないとお前らみたいな化け物には追いつけない」

　フン、と不貞腐れて鼻を鳴らすグレンに、ディートリヒは驚いたように目を見開く。

「何を言っているんだ？　努力し続けられる人間を凡人とは言わないぞ。俺からすればお前も充分化け物だ。なんだってそんなに努力し続けられるのか不思議でならないね」

　心底不思議そうに訊ねるディートリヒにちらりと視線をやり、そこからさらに視線を動かしてからぽつりとグレンが呟く。

「…………俺以上の努力家を知っているからだ。その人に恥じぬような男になりたい――――ただそれだけだ」

　グレンが零した台詞に鳶色の瞳を大きく見開き、ディートリヒは身を乗り出してまじまじとグレンの顔を見つめる。

「まいったな。俺が想像していたよりもずっとロマンティストだったんだな、グレン。その見た目でその純粋さはある意味貴重だ」

「……ディートリヒ、お前は本当に俺の神経を逆撫でするのが上手いな」

「褒め言葉として受け取って欲しいところなんだがな」

　ぽんぽんと飛び交う、軽口と皮肉。凛々しい眉を吊り上げて怒りを表すグレンの形相は中々に迫力があるはずだが、向けられているはずの当のディートリヒは全く臆することなく飄々と言葉を返す。

　初めて目にするグレンとその友人とのやり取りを静観していたレイファは、内心ヒヤヒヤしつつも二人の会話を微笑ましく感じていた。

（良かった。坊っちゃまにも心を許せるご友人ができたのね）

　病弱だった頃はあまり外にも出歩けず、友人と呼べる存在もいなかったグレンにこんなに親しげな会話ができる友人ができたのか。シェルストレームでの生活は、グレン自身の成長だけでなく人間関係に関しても大きな実りがあったようだ。

　女性受けしそうな甘い顔立ちといい、次から次へと飛び出す褒め言葉といい、一見するとどうも軽い印象が拭えないディートリヒだが、案外グレンとの相性は悪くないらしい。

　友人との会話の中でグレンの努力の裏の本音も垣間見え、レイファは誇らしく思う。

（クラウス様にも早くご立派になられた坊っちゃまのお姿を見ていただきたい。きっと誇らしく思われるに違いないわ）

　想像するだけで頬が緩み、無意識のうちに笑みが零れる――――と、不意に視線を感じ、目線を上げる。

「――……っ!!」

　パチリと目があった瞬間慌てて顔を背けるグレンに首を傾げ、レイファは口を開く。

「坊っちゃま、何かご所望でしょうか？」

「……なんでもない」

　ぶっきらぼうに答えたグレンはちらりと視線を横に向け、思い切り眉を顰めて近くにあったクッションをディートリヒめがけて力いっぱい投げつける。

「うわっ!?　なんてことをするんだ、危ないだろ!!」

「顔がうるさい」

「顔がうるさいってなんだよ！　ったく……せっかく手土産を持ってきてやったってのに、渡すのやめようかな」

「――――土産？」

　訝しげな表情で聞き返したグレンがディートリヒの手元を見やると、大判の手帳程の大きさの紙袋が目に入った。

「なんだ、それは」

　そう問うグレンに、ディートリヒはフフンと顎を上げて紙袋を持ち上げる。

「俺には必要ないがグレンには必要そうなもの、ってところかな」

「はぁ？」

　渡された紙袋を受け取り中を確認しようとするグレンを、「あ！　待て待て、やめとけ」とディートリヒが慌てて止める。

「今はやめておいた方が懸命だぞ」

「今じゃなくていつだったらいいんだ……――――なっっ!?」

　目に飛び込んできたものの正体に、思い切り動揺したグレンの手からこぼれ落ちたディートリヒの〝手土産〟が、わたわたと慌てふためく男ふたりの手で弾かれ宙を舞い――――トサリとレイファの前に落ちた。

（何かしら……？　表紙に女性が写っているようだけれど……？）

　反射的にそれを拾い上げようと屈みかけるレイファを、「レイファっ!!」とグレンが呼び止める。

　はい、と返事をして顔を上げたレイファに、明らかに動揺している様子のグレンがかつて無いほど鬼気迫った顔つきで重々しく言葉を紡ぐ。

「――――そのまま視線を下げるな。いいか、絶対に下を見るなよ」

「か、かしこまりました」

　訳が分からない命令に首を傾げながらも、主の命に従い前を向くレイファの前に素早く移動したグレンが足元の〝手土産〟を拾い上げ、乱暴な手付きで紙袋の中にそれを押し込み、くるりと背を向け背中越しにレイファに告げる。

「……少しディートリヒと話がある。レイファは席を外してくれ」

　こちらからではグレンの表情が窺えないが、広い背中から立ちのぼる怒りの色に不穏な気配を感じる。先程の書物が一体何だったのかまでは分からないが、少なくともグレンの怒りに繋がるような代物であったことは間違いなさそうだ。

　とはいえ、この状態のグレンをディートリヒと二人きりにして良いものだろうか。

　ディートリヒもまた友人から発せられる不穏な空気を感じ取ったのだろう、ブンブンと必死で頭を横に振って拒否の姿勢を示している。

「待て！　今のは事故だ!!　弁解の機会を要求する!!」

　ディートリヒの主張を無言のまま一蹴するグレンに、レイファは首を傾げる。

　幼い頃から読書好きなグレンは、今も変わらず読書好きだ。特に好んで読んでいるのは推理小説や歴史小説だが、基本的に活字であれば何でもいい節すらあるグレンがここまで過剰な反応を示すだなんて。

　ディートリヒ曰く、〝自分には必要ないがグレンには必要な〟書物であるのならば、喜びこそすれ怒ることなどないはずなのに、何故グレンはこんなにも怒っているのだろうか。

「坊っちゃま、そちらは一体どのような本なのですか？」

　どうしても答えが出ず、気になったレイファは問うてみる。レイファの問いかけにビクリと肩を震わせるグレンだが、答えは返ってこない。

「何やら女性の写真が写っていたようでしたが……」

「ち、違う！　写ってない!!」

　勢いよく振り返り否定するグレンに、レイファは更に首を傾げる。

「え？」

（見間違いだったのかしら？　でも確かに女性だったような気がするのだけれど……）

　グレンが違うと言うならば違うのだろうが、何故こんなに慌てているのだろう。

　グレンとレイファのやり取りを静観していたディートリヒはグレンの意識が反れた今を好機と見たのか、素早い動きで身支度を整えると

「よし、じゃあ俺はそろそろお暇しようかな。綺麗な執事さん、美味しい紅茶をありがとう。グレン、礼は要らないぞ！　じゃあまたな！」

　と言い残し、そそくさと退室して行ってしまった。

　あっという間の出来事に呆気に取られていたレイファはハッと我に返り、「お、お待ちくださいディートリヒ様！」と慌ててディートリヒの後を追う。

　残されたグレンが呻き声と共に頭を抱え座りこんでいたことなど、当然知る由もなかった。
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　――――最悪だ。

　どうしてこうも上手くいかないんだ。

　つい数分前に起きた出来事がグレンに与えたダメージは、想像以上に大きい。

　何とかソファへ移動したまではいいものの、暫くはこのショックから立ち直れる気がしない。

　呆然と宙を見上げていたグレンの目の端に、ふとディートリヒが持ってきた手土産が入り込む。

（クソ、何が〟俺には必要ないが〟だ！　こんなもの、俺にだって必要な――――）

　全ての元凶であるそれを掴み、腹立ち紛れに屑籠に投げ捨てようとしてから、ピタリと動きを止める。

　そのまま腕を振りかぶったまま何事か考え、ゆっくりと腕を下ろす。

　――――待て、冷静になろう。これに罪はない。全ての元凶はあのスケコマシディートリヒだ。

　そう結論付け、グレンは紙袋に視線を落とす。

　少しの間紙袋を見つめていたグレンは、おもむろに立ち上がりそっと扉を開け、キョロキョロと周囲を見渡す。

　目視出来る限りで、人の気配はない。出ていったレイファが戻るのもまだ時間がかかるだろう。

　誰も近付く気配がないとみてゆっくりと扉を閉め、緊張した面持ちでゴクリと唾を飲み込み、紙袋を手にする。

　室内には誰も居ないにも関わらず、紙が擦れる乾いた音にビクつきながら慎重に中身を取り出す。






　現れた表紙に写るのは、たっぷりとした長い髪を両手でかきあげる派手な顔立ちの美女。

　襟ぐりが大きく開いたドレスの間に見える深い谷間は、その豊満な乳房の大きさを如実に物語っている。

　ぽってりとした唇を薄く開き、長い睫毛を伏せがちにしてこちらを見つめる美女を見て、グレンは軽く眉根を寄せた。

「……なんだ？　まるきりあいつの趣味じゃないか」

　一気に興味が失せるグレンだが、一応中身も見てみようとパラパラと頁を捲ってみる。

　だがやはり、中に写る女性はどれもこれもグレンの好みには全く合わない美女ばかり。

　こうなってくると、いよいよ八つ当たりもしたくなってくる。

　自分の趣味じゃない物の為に、あんな醜態を晒す羽目になったのか。そう思うと余計にディートリヒへの怒りがこみ上げてくる。

　およそそういった目的の本を見ているとは思えない形相で頁を捲っていたグレンの手が、ある頁でぴたりと止まる。

　――視線の先に映っていたのは、癖のない艷やかな髪を持った華奢な女性。

　薄衣で前を隠し、無防備な背中を惜しげもなく晒す女性の写真。

　押さえている胸元のふくらみは、他の女性と比べればささやかだ。

　だが美しい背中から続く艶めかしい曲線の先、華奢な肩や背中からは想像し難い腰から先の魅惑的な丸みに、グレンの目が奪われる。

　――そして何よりも。

　その目元が似ている。涼やかで、どこか寂しそうな目元が。

　目元も、癖のない髪も、華奢な肩も、少し大きめな腰の丸みも。

　穴が開いてしまうのではないか、という程食い入るように見つめるグレンの喉が、無意識のうちに鳴る。

『――――坊っちゃま』

　眼下の彼女が呼びかける。

　薄茶色の瞳を恥ずかしげに伏せ、柔らかそうな唇から洩れる甘い吐息。

『ずっと、ずっと心に秘めておくつもりでした。けれど……』

　押さえていた薄衣をきゅっと握り、上目遣いで見上げる彼女の声が切なげに震える。――坊っちゃま、と。

『……どうか、どうかレイファをお嫁に貰ってはくださいませんか……？　レイファはずっとずっと昔から坊っちゃまをお慕い申し上げておりました。ですからどうか、レイファを…………』

　言い終わるか否かで、彼女の手から滑り落ちる薄衣。

　そして――――――






「レイファ……」

　欲を孕んだ己の声に、グレンはハッと我に返る。

　力を込めすぎて皺が寄ってしまった本の下、下肢に向かってズクズクと血が集まるのを感じ、グレンの睫毛が瞬く。

　視線の先でトラウザーズの中の己が窮屈そうに屹立しているのを目の当たりにし、グレンは慌てて本を閉じる。

　こんな時間にこんな場所で勃起しているところを、誰かに見られでもしたら……！

　それが誰であっても問題だが、万が一レイファに見られたらそれこそ終わりだ。

（早く、早く治まれ！）

　ディートリヒがやって来る直前まで読んでいた各事業の決算書を脳内でなぞり、己の妄想を振り払う。

（そうだ、妄想だ。現実なんかじゃない。現実のレイファはあんな無防備な姿で俺の前に立ったりしないし、ましてや愛の告白なんかするわけが――――）

　と、考えたところでグレンの肩が萎々と下がる。

　勝手に興奮し、勝手に傷つく自分が情けない。

　それもすべて自分の妄想なのだから余計だ。

　気持ちも股間もすっかり萎えてしまったグレンは深い溜息を零しながら、手にしている本に視線を落とす。

　ディートリヒへの怒りをも上回る虚しさに打ちひしがれつつも、ちゃっかり先程の頁にしおりを挟んで紙袋の中に直す。

　萎んでしまった気持ちを慰めようと、レイファが淹れてくれた紅茶に手を伸ばす。

　冷めて香りが弱くなった紅茶を口にし、グレンは軽く眉を顰める。

　淹れたてならまだしも、冷めてしまった紅茶の渋さが舌に残る。大体にして、本来グレンの好みはもっと渋味の少ない甘い香りの葉なのだ。

　だが幼い頃ならまだしも、成人したのに甘い紅茶が飲みたいとは言えず、つい格好つけて「もっと渋味が強いものが良い」とレイファに言ってしまったのは、何を隠そうグレン自身。

　せめて甘い菓子でもあれば丁度良い具合になるのだろうが、何となくそれも恥ずかしくて断ってしまって以来、グレンの前に菓子が運ばれてくることはない。

「はぁ……」

　渋く冷めた紅茶が更に気分を暗くさせる。

　身体を鍛え頭に知識を詰め込んでも、中身も舌も子供のままだ。

　離れていた五年の間、誰よりも会いたかったレイファを前にスマートに振る舞うことすらろくに出来ない。

　以前と変わらず尽くしてくれようとするレイファに、嬉しく感じる自分と苛立つ自分が相反する。

　レイファの中の自分は、恐らく今でも子供のまま。

　優しげに微笑む顔も、タイを直す指先も、そこに異性を感じている様子は全く無い。

　笑顔に胸を締め付けられ、微かに触れる指先に鼓動が激しくなり、囁かれた声に耳が熱くなるのは自分ばかり。

　そんなもどかしい想いを抱えているのが己だけだという事実が、余計にグレンを頑なにさせているのかもしれない。






　薄茶色の瞳を不安げに揺らし、それでも自分の足で立ちたいと願った年上の女の子。

　ぶかぶかのシャツの袖を握りしめ、涙を堪えていた華奢な女の子を守らなければ、とあの日思った。






〝レイファを守りたい〟――――そのグレンの想いに反してレイファは自分の力でどんどん強くなっていった。

　背丈の差は中々埋まらず、力だってレイファの方が強かった。

　グレンが必死で勉強していても、レイファはそれ以上に勉強を重ねていた。

　一体いつ眠っているのだろうと、本気で考えたことが何度あっただろう。

　いつだってグレンの側にいて、いつだってグレンを守ってくれた。

　歳を重ねるごとに綺麗になっていくレイファに、恋を自覚したのはいつだったか。

　――――レイファよりも背が高く、レイファよりも強く、レイファよりも賢くなりたい。

　無垢な恋に欲が孕むようになったのはいつだったか。

　――――頬に触れ、唇を吸い、華奢な背をかき抱きたい。

　腕の中に閉じ込めて、背に爪を立てさせて、甘い声で名を呼んでくれたなら――――。






　純粋な思いで自分に仕えてくれるレイファへ、欲を抱くことに罪悪感が無いわけではない。

　だが、それでも。

　レイファが自分に向ける感情が、自分が抱くそれとは違うのだと分かっていても、いつかきっとと願うことを止められない。

　やり場のないやるせない想いを抱え、グレンはそっとかぶりを振って立ち上がった。

















第三章












　ディートリヒの突然の訪問からしばらく経った日のこと。






　久方ぶりに家路へと着いたクラウスとの再会も果たし、それを機にグレンは本格的に家業の手伝いを開始していた。

　とはいえまだまだひとりで現場に入るまでには至らず、クラウスに付き従いながら仕事を覚えるのに必死な様子で、思うようにいかぬ中でグレンが焦っているのはレイファの目から見ても明らかだった。

　中休みをしてもらうために準備してきた紅茶セットを脇に寄せ、レイファはグレンに声を掛ける。

「――――坊っちゃま。今週末、バッケスホーフ家で行われる演奏会に出席するようクラウス様より伝言を預かっております」

　机に齧りつくように書類とにらみ合いをしていたグレンが、ピクリと反応を見せる。

「――今週末？　その日は確かアールズ地方で商談のはずじゃないか？」

　怪訝そうに眉を顰め予定を確認するグレンに首肯しつつ、レイファは答える。

「そちらの商談はクラウス様が向かわれる、とのことです」

「……どうして俺だけが演奏会なんかに行かなければならないんだ。俺が早く仕事を覚えたいと思っていることは、兄さんも分かっているはずだろう」

　苛立ちからつい舌打ちが出るグレンに、レイファは困ったように眉尻を下げながら口を開く。

「坊っちゃまのお気持ちは勿論ご存知でいらっしゃるでしょう。ご存知だからこそ、息抜きをするようにとのご配慮ではないでしょうか。クラウス様がご帰宅されてからは勿論、シェルストレームから帰って来られてからというもの、外出もされておられないではありませんか。それに――――」

　紅茶を注ぎ、不貞腐れて頬杖をつくグレンの前に湯気の立つティーカップを置きながら言葉を続ける。

「『人脈を広げるのも仕事のひとつだ』と仰られていましたよ。バッケスホーフ家の演奏会には坊っちゃまと歳の近い方々もお越しになるようですし、素敵な出会いがあるのでは？」

　――――それは何の気なしに発せられた言葉だった。

　何の意図も含みもないその言葉を、グレンの耳は聞き逃さなかったらしい。

「……素敵な出会いって、何のことだ」

　思わぬところで質問され、レイファは一瞬目を見開き、だがすぐに笑みを浮かべる。

「その言葉通りの意味ですよ。旦那様と奥様の出会いも、奥様のピアノの演奏会に招待された旦那様が奥様に一目惚れなされたのがきっかけだったとか。坊っちゃまにもそんな出会いがあるかもしれませんよ？」

　レイファの悪意ない言葉に、みるみるグレンの表情が険しくなる。

『演奏会に出席するように』と伝えた時よりも更に皺が深くなったグレンの眉間に、レイファは戸惑う。

　出された紅茶に手もつけず、黙り込むグレン。肘をついて組んだ両手に額を押し付け何かを堪えるように唇を引き結ぶ様子に、レイファの戸惑いは大きくなっていく。

　――――何故、坊っちゃまはそんなに険しい表情を浮かべているのだろう？

　先程の会話の中でどこがグレンの気に触ったのか、皆目検討がつかない。

「――――……なのか」

　ぐるぐると原因を探している中でボソリと呟かれたグレンの言葉を聞き逃し、レイファは思わず聞き返す。

「え？」

　すると苛立ったように舌を鳴らし、グレンは唸るようにして言葉を絞り出す。

「平気なのか、俺に出会いがあっても。俺が……誰か別の女性と出会うことが、本当に良いことだと？」

　苛立ちを必死で抑えながら、それでいてどこか探るようなグレンの瞳がレイファを見やる。

「それは――――」

　何故そんな当たり前のことを聞くのだろう。

　グレンももう立派な成人。兄のクラウスがエルザと出会ったのも今のグレンと同じくらいの年頃だった。仕事に忙殺される中で婚期を逃す者も少なくない中、心の拠り所となる伴侶を早く見つけるに越したことはないはず。――――たとえそれを寂しいと思う自分がいたとしても、それはレイファ自身のつまらぬ我儘に過ぎない。

　瞼の裏に浮かんだ、グレンの隣に見知らぬ女性が並び立つ情景に微かな胸の痛みを感じつつも、それを表には出さずにレイファはきゅっと拳を握って微笑んでみせる。

　そのまま〝勿論〟と答えようと口を開きかけるレイファの言葉を遮るように、グレンは片手を上げてそれを制した。

「……良い、何も答えるな。――――承知した、と兄さんに伝えてくれ」

　そう言って、グレンは再び書類に視線を落とす。その横顔にあるのは、以前にも感じた拒絶の色だった。

「…………っ」

『申し訳ございません』と――――言いかけて下唇を噛みしめる。

　言葉で謝罪するのは簡単だ。けれど、何がグレンの表情を曇らせているのかが分からない。そんな曖昧な状態で表面ばかりの謝罪をすれば、きっとグレンの表情はもっと曇るのだろうと、それだけはレイファにも分かる。

（どうして……うまくいかないのかしら……）

　一流の執事であれば聞かずとも主の望む答えを差し出せるのだと、かつてエトヴィンに言われたことがあるのを思い出す。だとすれば、今の自分は一流どころか三流以下だ。

　いつの間にか冷めてしまった紅茶はついにグレンの喉を潤すことはなく、消えてしまった香りと共にレイファの心に小さな棘を残していた。










　グレンと自身との間に感じる溝の正体――いくら考えてみても答えは出ず、グレンの顔に笑みが戻ることもないまま迎えた週末。

　暗い気持ちを切り替えるように大きく深呼吸をひとつして、レイファは扉をノックする。

「坊っちゃま、御髪を整えに参りました」

　短く端的な入室の許可ののち部屋へ足を踏み入れたレイファは、待っていたグレンの姿に一瞬にして目を奪われた。

　――――そこに居たのは立派な体躯の、容貌魁偉なひとりの男性だった。

　レイファの助けが必要だったひ弱な少年などではない。努力を重ね、研鑽を積み、自らを磨き上げた眩しいほどに魅力的な青年――――。

　もうすっかり見慣れたはずなのに、何故だろう。まるで見知らぬ誰かと対峙したような緊張感を覚えてしまう。

　自分が知っているはずのグレンを探そうと、レイファの視線が彷徨う。






　盛り上がった背筋、厚い胸板。

　引き締まった腰回りから伸びる、すらりと長い足。

　カフスボタンを止める手は大きく、長い指が器用にボタンを止めていく。

　レイファは知っている。目の前の男性がグレンだと。

　アッシュブロンドの髪も、下りた前髪からのぞく青い瞳も、間違いなく彼女が仕える主グレンのものなのに――――どうしてだろう。うまく呼吸ができない。
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　見事なまでの逆三角形の長身を引き立てる漆黒の燕尾服に身を包み、少しばかり窮屈そうに眉を顰めるグレンは、扉の側から一歩も動かないレイファに怪訝そうな目を向ける。

「――――レイファ？」

　グレンの呼びかけにハッと我に返り、レイファは睫毛を瞬かせる。

「……どうした。どこかおかしいか」

　じっと見つめられていたことを気付いてか、グレンが自分を見回すように両腕を広げる。

　グレンの問いかけに勢いよく首を横に振り、慌てて口を開く。

「いいえ！　いいえ、どこもおかしいところなど……！　その、坊っちゃまのお姿があまりに素敵で……つい見惚れてしまって……」

　レイファの言葉に目を見開いたグレンが、ぶらんと腕の力を抜く。

　グレンの反応を見たレイファは堪らず両手で顔を覆う。

（あぁ、なんて馬鹿なの！　坊っちゃまのお姿を形容するのにもっと相応しい言葉が他にもあるはずなのに！）

　自分の口下手さに嫌気がさす。

　いつもならもっと冷静に言葉を選ぶことができるのに、今日に限ってどうしてうまく言葉が紡げないのだろう。

　グレンもきっと呆れていることだろう、と恐る恐る手を下ろし視線を上げると。

「――え？」

　そこにはレイファと同じく、何故か両手で顔を覆うグレンの姿。

「ぼ、坊っちゃま……？」

「………………少し待ってくれ。気持ちを落ち着かせる」

　そう言い、少しの間そのままの状態を維持していたグレンは深く息を吸い込み、長々と吐き出してからようやく両手を外した。

「坊っちゃま、大丈夫ですか？　もし具合が悪いのでしたら……」

「いや、そうじゃない。空きっ腹にケーキをぶち込まれて胃が驚いたみたいな……まぁそんな感じだ」

　言わんとすることが分かるような分からないような何とも微妙な例えだが、グレンが大丈夫というのであれば大丈夫なのだろう。

　何となく妙な雰囲気になってしまったが、とにかく今は支度を急がねばならない。

「では坊っちゃま、御髪を整えますのでお座りいただけますか？」

　分かった、と素直に頷き、グレンは椅子に腰掛ける。

　表情は相も変わらずだが、取り巻く雰囲気は柔らかくなっている。こうして素直にレイファの言葉に従うのが何よりの証拠だ。

　兎にも角にも、気分が上向いてくれたのは良いことだ。

　グレンの気分が良くなれば、レイファの心も弾む。

　口元を綻ばせながら整髪剤を手に取り、薄く伸ばしてから髪になじませ、櫛を使って後ろに流していく。

「坊っちゃま、痛くはありませんか？」

「あぁ」

　目を閉じたまま答えたグレンが、ポツリと呟く。

「……レイファに髪を触られるのは久しぶりだな」

　不意を突かれ一瞬手を止めたレイファだったが、グレンの言葉に笑みを深め、再び手を動かしながら同意する。

「そうですね。髪を梳かすのは私の役目でしたが、今の坊っちゃまの長さだとあまり必要ありませんもの。学院にいる間にお切りになったのですね」

「あぁ。毎朝跳ねる髪を直すのが面倒で切った」

「まさか、本当にそんな理由でお切りなったのですか？」

「そうだ。いっそのこと丸坊主にでもしようかと思ったが、『さすがにそれはやりすぎだ』とディートリヒに止められた」

　フン、と鼻を鳴らすグレンに、レイファは

（ディートリヒ様が止めてくださって良かったわ……）

　と心の中で胸を撫で下ろす。

　拘りが強いように見えて実のところ面倒くさがりな部分があるグレンだが、それは今も変わらぬらしい。

「――さぁ、できました。馬車の準備もできております。もうお出になりますか？」

　首肯するグレンに手袋を渡し、レイファはグレンと共に演奏会へと向かった。










　夕陽に照らされたバッケスホーフ家の屋敷には、既に招待客が集まり始めていた。

　口々に挨拶を交わす招待客の中、石畳を鳴らす蹄の音と共に止まるエディントン家の家紋入りの馬車に、人々の視線が集まる。

「坊っちゃま。到着いたしました」

　外から声を掛け、扉を開きグレンの顔を見る。

　少しばかりうんざりとした表情でグレンは首を回し、小さく溜息を零す。十分な広さがあるはずの馬車だが、グレンの体躯には少々窮屈なのだろう。

　グレンが降り立った瞬間、周りの人々――特に年若い女性たちがハッと息を飲む音が聞こえてくる。

　それもそのはず、レイファの贔屓目なしにしてもグレンの見目は人目を引く。だが、当のグレン本人は自身へ集まる視線にあまり良い感情を持っていない様子だ。

「それでは坊っちゃま、何かご用向がございましたらお声掛け下さいませ」

「……分かった」

　会場へと入っていくグレンを見送り、レイファは従者たちの待機場所へと向かった。






「困ったわ……」

　美しいピアノの音を遠くに聞きながら、レイファは眉を下げて辺りを見回す。

　慣れぬ場所で余所事を考えながら歩いていた所為か、どうやら帰り道を間違えてしまったらしい。

　革新的なエディントン家以外の場所で自分の存在が異質なのだと分かってはいたが、待機部屋に入った瞬間はまるで自分が見世物になったかのような感覚を覚えた。

　視線の全てが悪感情ではないと感じつつも、全身を舐め回すような視線に居心地の悪さを感じてしまい、部屋の隅に居たのだが。

　やれ「恋人は居るのか」だの「どんな男性が好きなのか」などと、同じ執事として到底理解し難い話をしてくる執事たちから逃げるようにして部屋を出てきてしまったのだ。

　クラウスの言葉の受け売りとはいえ、『人脈を広げるのも仕事のひとつ』とグレンに言った自分が逃げていては話にならないのだが――――

（いくら物珍しいからとはいえ、どうして私などに興味を持つのかしら……）

〝女の身でありながら執事〟であるということ以外、取り立てて優れたところがある訳でもない自分に、そこまで興味を引くなにかがあるとは思えない。

　そもそもグレン以外の事柄においては基本的に引っ込み思案のレイファは、大勢の視線に晒されることに慣れていないのだ。

（用事が、と言って出てきたけれど、戻らない訳にはいかないわね）

　少し時間を置いたことで興味が薄れてくれていればよいのだが。

　はぁ、と溜息をつきつつ、きょろと周りを見渡していると、中庭の辺りから不意に女性の苦しげな息遣いが飛び込んできた。

　切羽詰まったような声に不穏な気配を感じ、声のする方向へ足を向ける。

　近付くにつれて大きくなっていく息遣い。時折交じるくぐもった声も苦しそうだ。

　どこかのご令嬢が体調を悪くしたのかもしれない。すっかり日も落ちて薄暗い中庭の、茂みが微かに揺れているのを目にし、レイファが声を掛けようとしたその瞬間――――

「あぁ……っ！」

　と、甲高い啼声にレイファは思わずビクリと肩を震わせた。

（え？　今のは一体……？）

　頭に疑問符を浮かべつつ、距離を取ったままじっと目を凝らしてみる。

　茂みの陰に隠れて全体はよく見えないが、重なり合う影はふたつ――どうやら男女のようだ。

　そして暗闇に慣れてきた目が捉えた状況に、レイファは堪らず顔を真っ赤に染め上げる。

　――――まさか、こんな場所で……!?

　飾りのないお仕着せを着ている女性――恐らくはここのメイドだろうか。楓の幹に背を預け、髪を乱すメイドの口を燕尾服の男性の唇が塞いでいる。男性の手が捲くり上げられた裾から覗く白い太ももを撫で上げる度に、メイドは重なった唇の隙間から甲高い啼声を上げる。

　ホールから離れた内庭、睦み合うふたりとレイファ以外に人気はないとはいえ、誰に見られるかも分からないこんな場所でまさか、とレイファは大混乱に陥る。

　燕尾服を着ているということは、まず間違いなく招待客のひとりのはず。バッケスホーフ家といえばエディントン家やディートリヒのアルムホルト家とまではいかずとも、それなりの歴史がある家柄だ。

　そのバッケスホーフ家の演奏会に招待されるような人物が、こんな不埒な真似をするだなんて。

　初めて目にする他人の情事に動揺を隠せず、どうして良いか分からず立ち尽くすレイファに近付く人影。

「おや？　こんなところで何をしてるのかな、美人さん」

　と背後から声を掛けられ、驚いて振り向いたレイファの勢いに目を見開いたのは――――

「ディートリヒ様！」

「おっと、驚いた。どうしたの、こんな場所で…………あぁ、なるほど」

　どうやらディートリヒも茂みの奥の秘め事に気付いたらしく、訳知り顔で顎を撫でる。

「とんだ所に出くわしたね、美人さん。ひとまずここから離れよう。グレンに変な誤解を与えても面倒だしね」

　ディートリヒの言に素直に従い、レイファはぎこちない足取りで屋敷の中へ引き返す。先程見たものの衝撃が足に来ているようだ。

　熱の引かない顔を俯かせるレイファを見下ろし、ディートリヒは苦笑を浮かべる。

「ああいうのは初めて見たかな。エディントン家の教育は行き届いてるからなぁ」

「な、何故あんな……」

「うーん……まぁあのふたりがどこまでの関係かは分からないけれど、割とありがちな光景ではあるかな？」

　そう言って肩を竦めるディートリヒの言葉に、レイファの顔色が悪くなる。

「あぁ、安心して。グレンに限っては絶対無いって断言できるから。ついさっきまで一緒に居たし、多分今も慣れない愛想笑いを必死に浮かべてるところだと思うよ」

「そうですか……」

　グレンに素敵な出会いを、と願いはしたが、あんな破廉恥な出会いを望んでいる訳ではない。

　ああいった行為は、然るべき相手と然るべき場所で行われるべきではないのだろうか。

「あのふたりは……想い人同士……なのですよね？」

　そうでなければ説明がつかないのでは、と思いつつレイファは疑問を口にするが、問いに対するディートリヒの表情はどこか言いにくそうだ。

「どうだろうね。勿論その可能性も充分考えられるけれど……」

　はっきりしない答えに首を傾げるレイファに、腕を組み顔を俯かせるディートリヒ。

　どう説明すればいいのか逡巡した後、慎重に言葉を選びながらディートリヒは口を開いた。

「んー……男女間の関係において、心の結びつきまでは重視しない関係っていうのもあったりするんだよ。特に男の場合は、ある程度経験を積んでおいた方がいい部分もあるしね」

「経験……？」

　はて、とレイファは首を傾げる。

　何故、男性の場合は経験を積んでおいた方が良いのだろう。

　未婚女性の貞操観念と同様、男性にも同じことが言えるのではないのだろうか。

　話を理解できていない様子のレイファに、ディートリヒは困ったように視線を彷徨わせる。

　なるほど、どうやら親友の優秀な執事はこっち方面の知識に疎いらしい。

「ディートリヒ様、重ねての質問で申し訳ないのですが……何故男性には経験が必要なのでしょう？」

　教示願うレイファに、さすがのディートリヒも困り果てる。

「いや、これ以上は女性の君に話すような内容じゃないと思うんだよねぇ……」

「自分の無知を棚に上げ、失礼なことを申し上げているのは重々承知しております……ですが、坊っちゃまの今後のためにも知っておきたいのです！」

　神妙な顔つきで深々と頭を下げ願いを口にするレイファに、顎に手をかけ暫く頭を悩ませた後、観念したように溜息をひとつ吐き出した。

「…………誓って君を不快にさせる意図はない、ということだけは前置きさせてもらうよ。あと、できれば――というか、絶対グレンには俺がこの話をしたってことは言わないで欲しい。俺もまだ棺桶に入りたくはないんでね」

　いい？　と小さく首を傾げるディートリヒに、レイファは大きく頷いてみせる。――だが、何故この話をするとグレンが怒るというのだろう。

「それでえぇと……男に経験が必要って話だけど。その、初めての男女の営みの時に一般的に女性側は痛みを感じることが多いのは知ってる？」

　内容が内容だからだろう、声を落とし言いづらそうにするディートリヒが発した言葉に、レイファは一瞬にして顔を赤らめたが、それ以上はぐっと堪えて小さな声で「……存じております」と答える。

「その反面、男は初めてでも割と快感を拾いやすいんだよ。むしろ拾いすぎてしまうと言っても過言じゃない。で、初めてそういう行為をする時、大体の男は加減が分からなくて無茶をしてしまいがちなんだよ」

　そうなるとどうなるか分かる？　と聞かれ、レイファは考える。

「女性に大きな負担がかかる……ということでしょうか？」

「そう。ただでさえ、単純な体力差でも男よりも女性の方がか弱い上に、痛みも伴うってこと。だから丁度いい加減を覚える為にも、ある程度経験を積んでおいた方がいいっていう意味だね」

　――――無論、そればかりが理由ではないが、流石のディートリヒもそれを口に出来るかどうかの分別はつけている。性欲というものは、全てに説明がつくわけではない。男女ともに快楽だけを求める場合も大いにありえる。だが、レイファにそれを言ってしまえば、恐らくいたずらに混乱を深めるだけだろう。

（それに……あまりにも無垢すぎて言い辛いよね、俺でも。さすがあのグレンの執事、主従揃ってそっち方面に純粋だなぁ）

　聡明な顔を真っ赤にし、なるほどと頷くレイファを見下ろしながら、ディートリヒは思う。

　そんなことを思われていると知る由もないレイファは、ディートリヒの尤もらしい説明を受け、グレンの為に何が出来るかを考え始めていた。

　と、考えていた中でふと疑問が浮かぶ。

「ディートリヒ様。大変失礼を承知でお窺いしたいのですが……よろしいでしょうか？」

「何となく予想はつくけど……ここまできたらついでだ。質問をどうぞ」

　諦めたように肩を竦めるディートリヒに、礼を言い疑問を口にする。

「先程のお話ぶりですと、ディートリヒ様は……その……ご経験がおあり、ということなのでしょうか？」

「……まぁ一応、それなりには」

　実のところ〝それなり〟どころではないが、敢えて濁す。ディートリヒには女性に蔑まれて悦ぶ性癖は無い。

「シェルストレーム学院は男子学生のみ、でしたよね？　ということはそれ以前に？」

「ん？　うーん……まぁそう、だね」

「どういった形で経験をお積みになられたのでしょう？　どなたかにご指南をお受けに？　そういったご指南をされていらっしゃる方がおられるということでしょうか？」

　真剣な顔つきで次々と質問してくるレイファに、たじろぐディートリヒ。

　これが男女の駆け引きであれば『続きはもっと別の場所で』とでも言えるのだが、生憎相手はレイファだ。

「……俺がどうこうは置いておいて、確かにそちら方面に強い職業の女性が居るのは確かだね。一流どころになると見た目だけでなく知識や品も兼ね備えてる。閨だけに限らず、普段のエスコートから会話術なんかを教えてくれるような女性も居るよ。額はそれなりに支払うけれど、知り得た情報は決して外部に洩らさないし、彼女たちを頼る男も少なくないんじゃないかな」

　ディートリヒの言葉に、レイファの顔が輝く。

「やはりいらっしゃるのですね！　ありがとうございます、ディートリヒ様！」

「うん……喜んでもらえて何よりだけど……」

　喜色満面のレイファに対し、心なしか顔色が悪いディートリヒが注意を促そうとする――――が。

「お時間を頂戴いたしまして申し訳ありませんでした。このお礼は必ずお返しいたします」

「そんなの気にしなくていい……って、早っ!?」

　深々と頭を下げ、素早く踵を返し戻っていくレイファを呆然と見送り、ディートリヒはひとりごちる。

「荒れそうな気配を感じるなぁ……暫くグレンの所に近寄るのはやめておくか」

　無責任に爆弾だけを投下したディートリヒは、先程口説いていた令嬢の元へ戻るべくホールへと足先を向けるのだった。

















第四章












　バッケスホーフ家の演奏会を皮切りに、グレンの交友関係は少しずつ広がりを見せ始めていた。

　何処かの交流会に顔を出す度、芋づる式に増えていく招待状の数にグレンは食傷気味のようだが、顔を売るという意味では良い傾向だといえるだろう。

　招待状に混じって届けられる香り付きの封筒も、日を追うごとに増えていっている。

　今の所それらにグレンが返信している様子は見られないが、いつ何時運命の出会いがあるかも分からない。

　来たるその時の為に、一刻も早くグレンに〝男としての経験〟を積んでもらわねば、とレイファは意気込んでいた。






「――――坊っちゃま、少々お時間を頂戴してもよろしいでしょうか？」

　改まった様子で訊ねるレイファに、グレンは怪訝そうに眉を顰める。

「……なんだ、急に改まって。別に構わないが……」

　戸惑いつつ手にしていたペンを置いたグレンの代わりに、レイファはサッと手帳とペンを取り出し、口を開く。

「ありがとうございます――――では、早速。坊っちゃま、ふくよかな女性と細身の女性とではどちらがお好みですか？」

　レイファの質問に、思わずグレンが咳き込む。

「はぁ!?　なんだ、その訳の分からない質問は！」

「大事な質問です。どちらの方がお好きですか？」

　目を剥き吠えるグレンに対し、あくまで真剣な顔つきでレイファは質問を重ねる。

　レイファの意図は全くもって不明だが、冗談を言っている様子ではない。そもそもレイファが冗談を口にしている場面を、グレンはこれまで一度たりとも見たことがない。

　誤魔化そうと思えば誤魔化せるだろうが、至って真面目に質問しているであろうレイファの前でうまく誤魔化せる自信ははっきり言って無い。

　声にならないうめき声を上げ、きょどきょどと忙しなく瞳を彷徨わせた後、グレンが小さな声で問に答える。

「…………ふくよか、ではない方がす…………好み、かもしれない」

　耳まで赤く染めたグレンの答えを、「承知いたしました」と頷き、レイファは手帳に書き留める。

「細身の女性の方がお好み……と。では坊っちゃま、美しいか可愛らしいかで言えばどちらがお好みですか？」

「まだ続くのか!?」

「大事な質問です」

　重々しく頷くレイファに、グレンはまたしても声にならぬうめき声を上げ、答えを絞り出す。

「う、う、う、美し…………」

「美しい方、でございますね？　胸元はいかがでしょう？　豊満な方がよろしいか、それとも――――」

「む……っ、本当に何なんだ一体！　いきなり何を言い出してるんだ！」

　顔から湯気が出ているのではないかと思わんばかりに顔を真っ赤にし、グレンが堪らず声を張り上げる。

「坊っちゃまの好みの女性はどんな方なのか、それを知りたかったのです」

　恥じらうように睫毛を伏せ、ぎゅっと手帳を胸元で抱きしめるレイファに、グレンは言葉を飲み込んだ。

　どういう意味だ――――とグレンが問うよりも先に、レイファは深々と頭を下げる。

「お手間をお掛けいたしまして申し訳ございません。失礼いたします」

　再度頭を下げ退室していったレイファの背を見送り、グレンは両手で顔を覆い机に突っ伏した。
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　――――それから幾日か経ったある日のこと。

　先日得た情報を基に、自室でひとり〝指南役〟候補の情報をまとめていたレイファはそっと溜息を零していた。

〝坊っちゃまの為〟――そう自分に言い聞かせ続けてはいるものの、何故だか気持ちが重く沈んでしまう。

　ほぼ手付かずだった閨関係について調べれば調べる程、レイファの心はキシキシと痛んでいく。

　まるで未知の領域である閨事についての書物を読み漁り、目を白黒させていたのは初めだけ。

　得た知識をグレンに置き換えて考えられるようになると、驚きが痛みに変わり、澱になって胃の奥底へ溜まっていく。

　正体の分からぬ澱みに支配されてしまいそうになる度、かぶりを振って頬を叩き、そして溜息をつく。明日はグレンにとって実に数ヶ月ぶりの休日だ。

　気分転換の名目で中心街へと出向き、その流れで『指南役』が居る店へとグレンを連れていく手筈となっている。

　敬愛する主を騙すような形になるのは心苦しいが、別棟とはいえ同じ敷地内に幼いドーリスやアルノルトがいることを考えれば、屋敷に指南役の女性を呼ぶ訳にもいかない。

　それに今までのグレンの反応から推測するに、恐らく面と向かって『閨事の指南を』と言ったとて素直に首を縦に振るとは考えにくい。

　それと分かればきっと烈火の如く怒るのだろうが、後々になればレイファの真意を汲み取ってくれるはず――――そうとでも思わねばやり切れない。

　グレンを騙すこと――――それがレイファにとっての大きなストレスになっているのか。

　食欲の失せた空っぽの胃に粉薬を流し込み、レイファはまたひとつ溜息を零した。










　そして迎えた明くる日。

　朝食を終えたグレンの様子を窺おうと部屋を訪ねたレイファは、グレンの自室の扉を叩き声を掛ける。

　入室の許可を受け足を踏み入れると、そこには既に出掛ける準備を整え終えたグレンが待っていた。

「もう準備をお済みでいらっしゃるのですか？」

　少々驚きつつ訊ねるレイファに、グレンはこほんとひとつ咳払いをして頷く。

「折角の休日だからな。どうせ出掛けるなら早い方がいいだろう」

　ダークグレーのベスト姿でそう答えるグレンは、どこかそわそわと落ち着きがない。

　お気に入りの服を選んで身につけているところを見るに、どうやらレイファが思っていた以上に今日という日を楽しみにしていたらしい。

「……レイファはその格好で行くのか？」

　ちらりと視線を寄越し訊ねるグレンに、レイファは小さく首を傾げつつ首肯する。

「そうでございますが……どこかおかしいでしょうか？」

　そう言いながらぐるりと自分の執事服を見回してみる。白いシャツには糊を利かせてあるし、上着にもトラウザーズにも汚れやほつれは見当たらない。執事服という特性上余分な装飾などはないが、エディントン家に仕えるに相応しく仕立てられた、いつも通りの仕事着だ。

「どこもおかしくはないが……今日は仕事じゃないから、その……いつもとは違う格好をするんじゃないかと思っていたんだ」

　僅かに肩を落としつつ、ごにょごにょと答えるグレンにレイファは眉尻を下げる。

「気が利かず申し訳ございません。お恥ずかしい限りですが、私の持ち物の中で一番上等なのがこちらでして……」

　決して給金が少ない訳ではない。むしろ多すぎるくらいの金額を貰ってはいるのだが、両親の墓を建て終えたレイファの金の使い道はほぼ無い。

　持っている衣類はほぼ仕事着で、自分で買ったものといえば寝間着が三着と下着類、あとは極々まれに日用品を買いに出る際に着るシンプルなスカートが一着だけ。グレンの側に控えるには少々……いや、かなり見劣りしてしまうだろう。

　レイファの答えに、グレンは顎に手を当て何か考えるような素振りを見せる。

　そして口端をにっと上げ、大きくひとつ頷く。

「行くぞ、レイファ」

「は、はい！」

　上着を羽織り、さっさと部屋を出ていくグレンの後を慌てて追いかけ、ふたりは馬車へと乗り込んだ。






　レイファの目的である店が開くのは昼過ぎから。それまでは基本的にグレンの行きたい場所へ付き従うだけ。

　そう思ってはいたものの、レイファは今の自分が置かれている状況に大変動揺していた。

「ぼ、坊っちゃま？　これは一体……？」

　グレンが馬車を止め、レイファを連れて入ったのは多数のドレスを取り扱う服飾店。

　店舗に入るや否や、グレンは店のオーナーらしき女性に何かを言いつけ、笑顔の女性たちに取り囲まれたレイファに様々な色やデザインの衣服をあてがう。

「今の流行はこちらの色とデザインですが、お連れ様の顔立ちには少し主張が強すぎるかもしれませんわね」

「……そうだな、落ち着いた色味の方がレイファには合っている気がする」

　真剣な顔でレイファとドレスを見比べ、グレンは首を横に振る。

「あ、あの、坊っちゃま……？」

「ではデザインはこのままで、色をこちらにしてはいかがでしょう？」

　グレンの反応を見て既に用意していたのだろう、素早い対応で別の色のドレスをレイファにあて、女性はにっこりと微笑む。

「――あぁ、そっちの方がいい。レイファはどうだ、この色はお前の好みか？」

「え、えぇ。ですが私の好みなど聞く必要は……」

「よし、じゃあこれにしよう。あとは――――」

　レイファの発言は無視され、タブリエや靴を持った女性たちが愛想よくレイファの手を取る。

「それではお連れ様は別室へどうぞ。お手伝いいたしますわ。お化粧もして構いませんこと？」

「着替え!?　いいえ、私はただの従者で、こんなドレスなど分不相応です！」

「髪の長さは――――そうですわね、アップにしてしまえば問題ありませんわ。さぁ、参りましょう」

「ちょ……っ、坊っちゃまお止めしてください！　坊っちゃまっ！」

　抵抗虚しく、見た目よりもずっと力強い従業員たちに引きずられ、レイファの衣服が剥ぎ取られる。

　普段身に付けないコルセットを締め、レースをふんだんに使った白と深赤色のコントラストが美しいドレスを身に着け、同色のタブリエを纏う。

　ひとつ結びにしていた髪に香油をつけ結い上げられ、肌には薄くおしろいをはたかれ、瞼や唇に色を乗せられる。

　エディントン家で何度も目にしていた光景だが、まさか自分がされる側になるとは露ほども想像していなかった。

「さぁ整いましたわ。どうぞご自分でもご覧になってくださいませ」

　満足気に微笑む女性に促され、おずおずと視線を上げたレイファは姿見に映った自分を見て思わず言葉を失った。

　――――自分じゃない。

　まず最初に浮かんだのはその言葉だった。だが、今自分がしていると同じように目を丸くし、間抜けにも口を開いている鏡の向こうの淑女。

　溜息が出そうな程のドレスを身に着けた自分に、レイファは食い入るように鏡を見つめ続ける。

　呆けたように鏡を覗き込むレイファに、従業員の女性たちが話しかける。

「こちらのドレスですと着る方によっては少しボリュームが出すぎてしまうのですが、細身のお客様にはピッタリでございますね。デザインが映えますわ！」

「えぇ、本当に！　それにお肌もきめ細やかで、おしろいが必要ないくらい。お綺麗でいらっしゃるのに、お化粧をされないのは勿体ないですわ」

「わ、私が綺麗だなんて、そんなことは……」

　営業術かもしれないが、それでも丸きり全てが嘘を言っているようにも思えない女性たちの称賛に、レイファは恐縮してしまう。

「さ、お連れ様も首を長くしてお待ちでいらっしゃいますわ」

「えっ!?　い、いえ、こんな格好で坊っちゃまの前に出るなんて……！」

　またもや抵抗虚しく、先程引きずり込まれた時と同じように、腕を捕まれずるずると部屋から連れ出される。

「お待たせいたしました」

　待合用のソファで待っていたグレンが振り返り、居心地悪そうに身を縮めるレイファの全身を見るなりギシリと動きを止める。

「…………っ」

　言葉もないグレンの反応に、レイファの心臓はますます縮み上がる。

　何のためにこんな格好をさせたのか分からないが、きっとグレンが思っていた以上に似合っていないのだ。

　申し訳無さと恥ずかしさで胸が潰れてしまいそうだ。

『今すぐ着替えて参ります』――――そうレイファが口にするよりも早く、ぽつりとグレンが呟く。

「――――綺麗だ」

「…………え？」

　あまりにも小さな呟きに、思わずレイファは聞き返す。

　ハッと我に返ったグレンは顔を背け、請求書にサインをして「行くぞ」とさっさと店を出て行こうとしてしまう。

　グレンの動きに反応し、弾かれたように足を踏み出したレイファだが、普段履き慣れない高いヒールに思わずけつまずく。

　バランスを崩し転びかけたレイファの手を素早く受け止めたのは、グレンの大きな手。

「……すまん、急がせすぎた。慌てなくていい」

　そう言ってレイファの手を取ったまま、グレンは扉を開けてレイファを促す。

「いけません、私が扉を開けませんと――――」

「……その格好をしている間くらい、大人しくエスコートされておけ」

　ブスッとしたまま告げるグレンに、戸惑いながらも従ったレイファはおずおずと扉をくぐる。

　いつもならば少し後ろにいるはずの自分の立ち位置がグレンの横にあることに混乱していたレイファは、はたとある答えにたどり着く。

（――そうか、坊っちゃまもご自分なりに経験を積もうとしていらっしゃるんだわ）

　そう考えれば突然のこの状況にも説明がつく。

　本物のお嬢様方には到底及ぶまいが、性別だけならばレイファも女性である。

　身についているかはともかく、最高のお手本であるアメリアやエルザに長年仕えてきたのだ、それらしい振る舞いくらいはできるはず。

　され慣れていないエスコートに気後れしている場合ではない。

　決意も新たに、レイファはキリッと表情を引き締めた。






　互いにぎこちないながらも、どうにかこうにかグレンのエスコート訓練を続けている中、そろそろ頃合いとみたレイファは隣を歩くグレンに提案を持ちかけた。

「坊っちゃま、この辺りで少し休まれてはいかがでしょう？」

　するとレイファの提案にバツが悪そうに眉を顰めたグレンが「あぁ……気が利かなかった」と足を止める。

「そうだな、少し休むか。どこか適当な店にでも……」

「少し先に丁度良い場所がございます。少々歩きますが、よろしいですか？」

　レイファの言葉に、グレンが眉を顰める。

「何を言っているんだ。俺よりお前だろう」

　心配そうに足元を見るグレンに、何を言われているのか思い当たったレイファが慌てて言葉を返す。

「私でしたら問題ございません。こう見えても足腰は鍛えられていますので」

「そういうことを言っているんじゃない。ただでさえ履き慣れていない靴なんだ、疲れて当然だろう」

　そう言って近くの店に入ろうとするグレンを慌てて引き止める。

「本当に大丈夫です！　さ、こちらです」

　訝しげに首を捻るグレンを説得し、何とか目的の店まで誘導する。

　ここまで順調にきているのだ、今から行く場所は謂わば今回のエスコート訓練の集大成、グレン自身の努力に報いる為にも決して失敗させてはならない。

　事前に調べておいた住所を頼りに目的の場所へと到着したレイファは落ち着いた店構えを確認し、グレンに気付かれぬようにそっと安堵の息を吐き出した。

　ひと目で見ていかにもな外観であったならば、足を踏み入れる間もなく計画は破綻していただろう。

　どう見ても喫茶店には見えないが、『隠れ家的な雰囲気を大切にしているらしい』と説明し、グレンと共に中へと入る。

「――ようこそお越しくださいました」

　開かれた扉をくぐるなり出迎えてくれたのは、口元のほくろが印象的な美しい女性だった。

　見た目だけでいえば二十代後半でも通りそうだが、纏う雰囲気や穏やかな口調から感じる落ち着きから鑑みるに、若く見ても三十代ではないだろうか。

「ここは一体……？」

　一見すると普通のお屋敷――エディントン家のそれと比べれば幾らか質は劣るだろうが――に、グレンの表情はますます訝しげに顰められる。

　違和感を覚え始めたグレンに質問をさせてはいけない、と、レイファは慌てて女主人に向かって口を開く。

「予約をしていた者なのですが」

　レイファの言葉にあぁ、と瞬きをひとつして、女主人は柔和な笑みをたたえながら呼び鈴をチリリと鳴らした。

　――予約？　と首を傾げるグレンに曖昧な笑みを返し、迎えに来たらしい女性に連れられグレンと共に割り当てられた一室へと足を踏み入れる。

「……妙な店だな」

　そう感想を漏らすグレンがぐるりと室内を見回す間、レイファも同じように部屋の中に視線を配る。

　質の良い調度品が揃えられた十分な広さがあるその部屋には、ティーセットだけでなく酒類も用意されている。

　グレンの位置からでは死角になっているが、奥の方に大きなベッドが設えられているのを確認し、自分が使うわけでもないのにレイファはそわと落ち着かなくなる。

「……ここは何の店なんだ？　注文を取りに来る訳でもなし、何かを売っているような気配もないが」

　レイファと同じように、グレンも落ち着かないのだろう。

　いくらかレイファと距離を取りながらソファに腰掛けるグレンに、レイファがはぐらかすように話しかける。

「坊っちゃま。お酒か紅茶か、どちらをお飲みになりますか？」

「――――紅茶でいい」

　かしこまりました、と笑みを浮かべ、レイファは立ち上がる。

「お湯をいただいて参りますので、こちらで少々お待ちくださいませ」

　曖昧に頷くグレンを残し、扉を閉めてレイファはそっと溜息をつく。

　――――ひとまず第一関門は突破した。

　急いで先程の女主人の元に向かうと、「あら」と柳眉を上げ小首を傾げた女主人が口を開く。

「どうなさいました？　何か足りないものでもありましたかしら」

「いいえ、そうではなく……事前に依頼していた通りにお願いできれば、と」

　レイファの言葉に、女主人は少し驚いたように目を丸くする。

「まぁ……よろしいんですの？」

　よろしいも何も、初めからそのつもりだ。何故そんなことを聞くのだろう。

　はて、と首を傾げるレイファに、女主人は柔らかい笑みを浮かべたまま、ほんの僅かに眉尻を下げて頬に手を当てる。

「申し訳ありません。てっきりお二人は良い仲だと思っておりましたわ」

「えっ!?　まさか、そんな恐れ多い……！　私はただの従者です！」

　ぶんぶんと頭と手とを横に振り否定するレイファは、はたと自分の今の格好を思い出す。

（そうだわ、こんなドレスを着た従者なんて居るわけがないもの。勘違いしてしまわれてもおかしくないわ）

　――――そう。どんなに着ているものが豪華でも、中身の自分はただの執事。自分にできるのは、坊っちゃまの訓練の手伝いだけ。

　ツキリと痛む胸を押さえ、「本当に違うのです」と告げる。

「どうか坊っちゃまに〝ご指南〟をお願いいたします」

　深々と頭を下げるレイファに、女主人は何か思うところがあるような素振りを見せながらも「かしこまりました」と返答する。

「微力ながらお手伝いさせていただきますわ。事前にお窺いしていました通り、細身で美しい容姿の者を向かわせましょう。お待ちになる間はどうぞあちらのお部屋でお過ごし下さい」

　言われて案内された先で、レイファは深い溜息を零しながらソファに腰掛ける。

　これでいい、これで良かったのだ。

　何も知らぬグレンはきっと驚くだろう。だがきっと満足していただけるはず。

　先程この部屋に案内される際に、ちらりと見かけた美しい女性――方向を考えるなり、きっとあれがグレンの相手になる女性なのだろう。

　グレンの逞しい腕に触れ、大きな手に包まれる女性に対して暗い感情が灯るのを感じ、レイファは慌ててかぶりを振る。

（自分で依頼しておきながら……何を考えているの）

　先程の女主人が運んできてくれた紅茶に手を付ける気も起きず、ぼんやりとレイファは思う。

　――――そういえば、紅茶を用意すると言って出ていったのだったわ。

　グレンは自分を待っているだろうか。

　そんなことがあるはずもないのに、何故かそんな事を考えてしまう。

　ふと視線を上げた先で、鏡に映る自分と目が合う。

　ドレスばかりに目がいって、冴えない顔をした自分に思わずレイファは目を背ける。

　痛む胃の腑を抑え、レイファはぐったりと腰を折り曲げた。
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『お湯をもらってくる』と言ってレイファが出ていってから、グレンは深い溜息をついていた。

　――『気分転換に街へ出られてはいかがでしょう？』――そう提案してきたレイファの言葉に、一も二もなく頷いた。

　仕事以外でレイファと出掛けられるまたとない機会を逃す訳がない。

　今日という日を迎えるまで、どれだけ一日が長く感じたか。兄クラウスの厳しい指導も、今日を思えばいくらでも耐えられた。

　数ある衣装の中から熟考に熟考を重ねて選んだ勝負服。本当は燕尾服を着たかったのだが、流石にそれはやり過ぎかと自重した自分を褒めてやりたい。

　迎えに来たレイファがいつも通りの執事服だったのに少々肩を落としたりもしたが、自分にとっては休日でもレイファにとっては仕事なのだと、少し考えれば分かることだ。

　だが少しでも仕事を感じて欲しくないと、無理やり服飾店へと連れていった。

　気の毒になるくらい恐縮するレイファに少しばかり強引過ぎたかと思いもしたが、自分が選んだドレスを着て、いつもよりも幾分か濃い化粧をしたレイファを見た瞬間そんな考えはどこかに飛んでいった。

　流行りだなんだのはよく分からない。ただ、そのドレスを着たレイファが他のどんな女性よりも美しく見えたことだけは分かる。

　自分が選んだドレスで想う相手が美しくなる――それはグレンが想像していた以上の充足感を与えた。

（――――そういえば、前にディートリヒが何か言っていたような気がするな）

　ディートリヒから聞く話は大抵身にならないことが殆どなのだが、はてなんだったか。

『男が女にドレスを贈るのは、そのドレスを脱がせたいという意味があるんだよ』

　突然脳内に現れた、にやけ顔の友人の言葉にグレンの頬がカッと熱くなる。

「ち、違う！　俺はそんなつもりで贈ったんじゃないっ！」

　この場に居ない、脳内のディートリヒに向かって怒鳴る。

　勝手に憤慨し、思わずソファから立ち上がったグレンはうろうろと部屋の中を歩き回る。

　ブツブツと誰にともなく言い訳を並べ立てるグレンの視線が、ふと部屋の奥へと向けられる。

「なっ!?　なんだ、どうしてベッドがあるんだ!?」

　あまりの驚きに体を仰け反らせ、グレンはたたらを踏んでしまう。

　どうも違和感があるとは思っていたが、違和感どころの騒ぎではない。

（一体なんなんだ、この店は!?）

　そもそも本当に店なのかすら怪しい。少なくともグレンが知りうる中で、こんなにも客を放置するような店は有り得ない。

　――と、ここまで考えたところでようやっとレイファの戻りが遅いことに気付く。

　湯を貰うだけで、こんなに時間がかかるものなのだろうか？

（丁度いい、レイファを探すついでにここを出よう）

　ただでさえ美しくなったレイファを隣にして落ち着かないのだ、こんな密室で――しかもベッドがあるような部屋で二人きりになどなったら、いつ理性がぷつんといってもおかしくない。

　微かに鼻を掠めるおしろいの香りにすら脳を揺さぶられるというのに、こんな空間で直接嗅いでみようものなら、十代の理性などひとたまりもない。

　――――無論、グレンとて男である。それも健康的すぎるほどに精力溢れた十代の男だ。

　精通を迎えてからというもの、ほぼ毎日のように精を抜かねば体が火照って仕方がない。

　在学中、ディートリヒや同級生などは監視の目を掻い潜って麓の町などに降りて早々に初体験を済ませていたようだが、グレンはどんなに誘われようとも断固として断ってきた。

　女性のそれと男である自分の貞操観念が違うとは分かってはいたが、レイファ以外の女性の肌に触れるなど到底考えられるはずがなかった。

　自分の立場や状況如何では、いつかはそうしなければならない可能性があるのも重々承知はしていたが、そのいつかまでは希望を捨てたくはなかったのだ。

　とはいえ、精力旺盛な十代の性欲の矛先はどこかに向けざるを得ず、望まざるとも増えていくディートリヒや同級生たちから聞かされるその手の話題を置き換える妄想力だけがやたらと向上してしまった。

　非常に不本意ではあるものの、ディートリヒの手土産にもかなりお世話になっている。

　最初こそ栞を挟んでいたものだが、すっかり開き癖がついた頁に飛沫が飛んでしまった時には顔を青ざめさせたりもした。

　そうして自己処理をしているとはいえ、長年想い続けてきた女性と密室に二人きりという状況に、邪念を抱くなという方が無理な話だ。

　そういった事は想いが通じ合ってからこそ。

　万が一にも自分が愚行に及ばぬように、対処しておくべきだろう。

　そう考えたグレンが扉に近付いた瞬間――――コンコンコン、と扉を叩く音。

「――――遅かった……な？」

　勢いよく扉を開けたと同時に口が動き、語尾が疑問形に変わる。

　――――誰だ？

　目を丸くしていた赤毛の女性は紅をさした唇の隙間から「まぁ驚いた」と鈴のような声で呟き、にっこりと微笑む。

「熱烈な歓迎ですわね。そんなに楽しみにしてくださっていたなんて、嬉しくなってしまいますわ」

　頬を染め恥じらうように目を伏せる女性に、グレンは眉を顰め首を傾げる。

「……連れが戻ってきたかと思い、配慮を欠き申し訳ない。失礼だが、部屋を間違えておいででは？」

　グレンの問いに女性は緩く首を横に振り、「いいえ、間違ってはおりませんわ」と答え、足を踏み出し距離を詰める。

「わたくしの瞳に映るのは貴方様だけ。この胸をかき乱すのは貴方様ただおひとり」

　うっとりと見上げながら胸にすり寄ろうとする女性に、グレンは慌てて大きく足を後ろに引いて距離を取る。

「――っ、何をするんだ！」

　見知らぬ女性を相手に思わず語気が荒くなる。

「誰と間違えているのか知らないが、貴女にそんなことをされる謂れはない！　レイファは……連れはどこに行ったんだ？」

「ご安心ください、お連れ様でしたら別室でお待ちでいらっしゃいますわ。こちらは初めてでいらっしゃるのでしょう？　それでしたら戸惑われるのも無理はありませんわね」

　グレンの戸惑いを察したのか、ゆっくりとした足取りで部屋の中へ進み、女性は微笑む。

「――お連れ様から何も聞かされてはおりませんの？」

　先程よりも幾分か落ち着いた声色で問う女性に、グレンはピクリと反応する。

「――――――どういうことだ？」

　自分でも思った以上に低い声が出たことに驚く余裕すらない。

（……どういうことだ。この状況を、レイファは知っているということなのか）

　みるみる険しくなっていくグレンに動揺する素振りもなく、穏やかな様子で小首を傾げ

「立ち話も何ですから、座ってお話いたしませんか？」

　と女性が提案してくるのを受け、グレンは何やら思うところがありつつも同意する。

　いくら不本意だとはいえ、事情も聞かずに失礼な態度を取ってしまったのは事実だ。

　女性が腰掛けた向かい側に腰掛け、「で？」とグレンが口火を切る。

「お察しの通り、私はこの状況が一体どういうことなのか理解できていない。――そもそも、ここはどういった場所なのかお教え願いたい」

　グレンの言葉に女性がぱんと眉を上げる。

「まぁ……それもご存知でいらっしゃらなかったんですの？　――ここは……そう、所謂〝娼館〟ですわ」

「娼館!?」

　バッと顔を上げたグレンの視線が部屋の奥のベッドへと無意識に向けられる。

　なるほど、違和感の正体はこれだったのか！

「何故レイファは俺を娼館なんかに……？」

　ギリ、と歯噛みしながら呟くグレンに、女性は説明を続ける。

「お連れ様からわたくし共へのご依頼は、『主人に閨修行を』とのこと。――そういったご経験を積む為に、わたくし共の店を利用される方々も少なくはありませんのよ」

　――――女性の説明からレイファの意図を読み取り、グレンの顔は一瞬にして強張った。

（――――そうか、そういうことか。初めからそのつもりだったのか）

　先日あった質問も、今日街に出ることも、皆すべてこの為か。

　急に全身から力が抜けていくのが、自分でも分かった。

　驚くくらい手に力が入らない。

　頭を上げているのも億劫で、肘をついた両手に凭れ掛かるようにして項垂れる。

「そうか……。馬鹿正直に楽しみにしていたのは、俺だけだったんだな……」

　ハハ、と乾いた笑いが口から洩れる。

　ここ最近目があう度に目を反らしていたのを、二人きりで出掛けることに照れくささを感じているのでは、と明後日なことを考えていた幸せな自分はまるで道化のようじゃないか。

　いつもとは違う距離で歩くレイファに、横顔が見えることに喜びを感じていたのは自分だけ。

　時折ドレスの裾が足に触れることに緊張していたのは自分だけだった。

「――――ッククッ……ハハ、ハハハッ」

　突然肩を揺らし笑い出したグレンに、流石の女性も少し怯えるように身を強張らせる。

「だ、旦那様……？」

「そうか……そこまで俺に他の女を充てがいたいか！」

　抑えようのない苛立ちが腹の底からこみ上げる。

　自分の将来を本気で考えてやったことなのだと、分からない訳ではない。レイファの忠誠心を他の誰よりも知っているのはグレン自身だ。

　――――だが、だからこそ。

「……お前の忠誠心が、他の何よりも俺を傷つける……っ」

　握りしめた拳を机に叩きつけ、その振動で酒瓶が倒れる。

　ヒッと喉奥で悲鳴を上げる女性をじろりと睨みつけ、その瞳が不穏にギラつく。

「――――なるほど、貴女がこの部屋に来た理由は理解した。互いに全うせねばならぬ事柄があるということも」

　ゆらりと立ち上がったグレンに見下され、女性の唇が恐怖に戦慄く。

　ぬっと伸びた手が徐々に距離を詰め、そして――――――










　――――あれからどのくらいの時間が経ったのだろう。

　何かしらの意図があるのか、部屋には時計が無いため正確な時間が分からない。

　いつもなら懐中時計を持っているのだが、それを入れている執事服は馬車の中だ。

　どうにか時間を確認しようと立ち上がったレイファの耳に、コンコンと扉を叩く音が聞こえてきた。

「失礼いたします。少しよろしいでしょうか？」

　聞こえてきたのは女主人の声。どこか困ったような音を乗せる声に、レイファは扉を開ける。

「どうかなさいましたか？」

　眉尻を下げる女主人に向かって問うと、「実は……」と言い辛そうに頬に手を当てた。






「――――坊っちゃま、失礼いたします！」

　入室の許可も得ぬまま部屋の中へと駆け込み、レイファは部屋中に充満する酒気に思わず鼻を覆った。

「ほこれは、一体……？」

　テーブルの上に転がる、無数の空き瓶。ラベルに目を走らせれば、どれもこれも度数の高い酒ばかり。

　部屋の奥へと移動し、ベッドの上にグレンと赤毛の女性の姿を確認したレイファの体が一瞬強ばる。

　レイファの姿が見えるなり、ベッドから降りた赤毛の女性が深々と頭を下げる。

「大変申し訳ございません。もっと早くにお止めするべきだったのですが……」

「いいえ、謝罪するべきは私共の方です。主がご迷惑をお掛けしたようで……」

　レイファと女性がペコペコと頭を下げ合う横で、グレンは寝息を立てている。

「それで……これはどういった状況なのでしょうか……？」

　女性の僅かに乱れた髪と、タイを外し多少乱れた様子があるグレンの衣服に素早く目を走らせたレイファが問う。

　強い酒気でかき消されている所為かベッドの周辺からそれらしい匂いは感じられないが、裸ではないにせよグレンがタイを外しているところを見るに、少なくとも肌は重ねたのではないのだろうか。

　本当ならば聞きたくないが、そこを確認せねば何のためにここへ連れてきたか分からない。

　胃の痛みを堪えながら、

「その、坊っちゃまは……主は経験を積んだ、のでしょうか？」

　と恐る恐る訊ねると、赤毛の女性は気まずそうに視線を彷徨わせた。

　大変申し上げにくいのですが……、と言葉を切り女性の視線がグレンへと向けられる。

「わたくしどもの力が足りなかった所為かと思いますが、最後までお勃ちにならず……」

　そう言って気の毒そうな目でグレンを見、続いてレイファを見る。

「そんな…………」

　思わず言葉を失うレイファは、女性の言葉に首を傾げる。

「――今……わたくしども、と仰られましたか？」

　すると赤毛の女性の代わりに女主人がレイファの疑問に答える。

「えぇ。この者以外であればあるいはと、勝手ながら別の者を手配したのです。ですが――――」

　ふぅ、と溜息をつき、女主人はそっとかぶりを振る。

「〝貴女方相手では反応しない〟と……」

　女主人の言葉に目を見開き、レイファはグレンを見る。

（――――〝反応しない〟……？　では坊っちゃまは誰とも肌を合わせていない……？）

　眉間に皺を寄せたまま寝息を立てる主を見ながらレイファはきゅっと胸元を抑え、その口からは無意識に安堵の息が洩れる。

　つい今ほどまで感じていた胃の痛みは消え、代わりに広がる安堵。

　知らず知らずのうちに持ち上がる口端に、レイファはハッと我に返る。

「それで、坊っちゃまは自棄を起こしてこのような状態に……？」

「まぁ……端的に言うと、そうなりますわね」

　女である自分には分からない感覚だが、男性機能が反応しないということは男性にとっては死活問題らしい。

　年齢を重ねたのが原因であればともかく、グレンはまだ若い。

　自分の男性機能が働かなかったショックは計り知れないだろう。

（でも……その道の玄人である方々でも駄目ならば、一体どうすれば良いのかしら……）

　悩むレイファの耳に女主人の声が飛び込む。

「――――もしや、既に想うお相手がいらっしゃるのかもしれませんわね」

　頬に手を当てたままぽつりと呟く女主人に「――え？」とレイファは顔を向ける。

「どういうことでしょう？　想う相手とは……」

「稀にいらっしゃるんですの、心底恋い焦がれたお相手以外には一切反応しない殿方が。どなたかお心当たりはおありですか？」

「いいえ……」

　探るような女主人の目に狼狽えつつ、レイファは首を横に振る。

　――――グレンに想う相手……？

　言葉は聞こえた筈なのに、何故か理解が追いつかない。

　遥か先だったはずの未来が突然目の前にやって来たような、急速な変化に頭がうまく回らない。

「ん…………」

　掠れた声にパッと顔を上げ視線を横に動かすと、薄っすらと目を開けたグレンがぼんやりとしたまま視線を彷徨わせる。

　坊っちゃま、と声を掛けるよりも先にむくりと身を起こしたグレンがぼそりと呟く。

「…………帰る」

　そのまま気怠そうにベッドから足を下ろし、立ち上がろうとしてよろけるグレンの体をレイファが咄嗟に支える。

「……っ坊っちゃま、しっかりなさってください……っ」

　グレンの腕を肩に掛け、胸を支えるようにして足を踏ん張る。

　レイファの力が多少強いとはいえ、グレン程の体躯を全て支えられる程の力は流石に無い。

　男手を、と女主人に依頼し、レイファは酩酊状態のグレンに声を掛ける。

「坊っちゃま。このままでは危のうございますから、一旦ベッドの上にお座りになってください」

「ん……」

　どさりとベッドの上に座り込みゆらゆらと頭を揺らすグレンに、レイファは心配そうに眉尻を下げる。

「少しお待ち下さいね、お水を持って参りますから」

　子供の頃のグレンに言うように、優しい声色でそう話し掛けるレイファの手を握る力が強くなる。

「……嫌だ」

「――――え？」

　思わず聞き返したレイファを見上げ、グレンが唇を尖らせる。

「……どこにも行かないで。ここにいて」

　子供のような言い方をするグレンに、きゅうと胸が締め付けられる。

「お、お水を取ってくるだけですから。すぐに戻って参りますよ」

　宥めるように言うレイファの言葉にいやいやと首を振り、グレンがぐっとレイファの手を引き寄せる。

「あ……っ」

　腕を引き寄せられ膝の上に抱きかかえられてしまったレイファが慌てて身を離そうとするよりも早く、グレンの長い腕がぐるりとレイファを抱き込んでしまう。

「どこにも行かないで。……側にいて」

　レイファの胸に頭を押し付け縋るように呟いたグレンに、レイファの喉奥がきゅっと鳴った。

「……はい。ずっとお側におります」

　自身の胸の中で寝息を立てるグレンの髪を撫でながら、レイファはツンとこみ上げる涙を堪えるようにそっと瞳を閉じた。

















第五章












　――――予想通りというか案の定と言うべきか。

　許容量を超える程の酒を摂取し、ものの見事に宿酔いとなったグレンの介抱の為、レイファは氷を砕きながら考え込んでいた。

（坊っちゃまに、既に想う相手がいる…………）

『稀にいらっしゃるんですの、心底恋い焦がれたお相手以外には一切反応しない殿方が』――女主人から聞いた言葉が、頭の中で何度も繰り返される。

（坊っちゃまは、もう想う相手を見つけられたのね…………）

　氷を砕く手が止まり、レイファの瞳が虚空を見つめる。

　一連の騒動を経てようやく気付いた自分の想い。

　それはグレンに対する感情――――それは決して従者が主に対して抱いてはならない感情。

　いつから始まっていたのかも分からず、気付いたと同時に打ち砕かれた己の想い。

　握った手の中の氷の温度が広がるように、レイファの心を冷やしていく。

　半ば意識を別に置きながら砕いた氷を氷嚢に詰め、ハーブを入れた飲水と共にトレイに乗せる。

　――――これから先、そう遠くはない未来にグレンの隣には見知らぬ女性が立つ。その女性に笑いかけ身を寄せるグレンと女性の姿を、一番近くでレイファは見続けなければならないのだ。

　それを思った瞬間、心臓に無数の針を刺されるような痛みがレイファを襲う。

（――――それでも……決めたのよ。坊っちゃまの為に生きるって）

　氷嚢と水さしを持って、レイファはぐっと唇を噛み締めて前を向く。

　大丈夫、泣きはしない。

　この胸の痛みだってきっといつか慣れる。

　今自分がすべき事はグレンの為に何が出来るか。ただそれだけ。

　気持ちを入れ替えるように大きく息を吸い込んで吐き出し、レイファはぐっと奥歯を噛み締めた。






　グレンの部屋の前まで来たところでそっと扉を叩き、レイファは中の様子を窺う。

　――当然ながら気配はない。恐らくまだベッドの中に居るのだろう。

　眠っているであろうグレンを起こさぬよう忍び足で絨毯を踏み、レイファはふと寝室へ続く扉が半開きであることに気付く。

（……？　起きていらっしゃるのかしら……？）

　そっと扉に近付き寝室を覗き込み――――レイファは思わず息を飲み込み、慌てて身を反転させた。

「……!?　…………っ!!??」

　驚きが声に出てしまいそうになるのを必死で堪えつつも、レイファの脳内は大混乱だ。

　つい今しがた目にした光景を現実と受け止められず、そんなまさかと何度も否定する。

（だ、だって、坊っちゃまは反応しないって……！）

　そうだ、確かにあの女主人は言っていたはず。

　だとしたらアレは一体……？

　疑問を解決するべく、レイファはゴクリと唾を飲み込んでそろりと扉の向こう側を覗き見る。

　――カーテンを引いているとはいえ、昼間の明かりがはっきりとグレンの痴態を浮き上がらせる。

　上半身を起こし、引き締まった太腿辺りまで下衣を下ろしたグレンの肩が荒く動く。

「ふ…………っ」

　荒い呼吸の合間に混じる低く艶がかった声に、レイファの耳がジリジリと熱くなる。

　脚の間に潜り込ませた手が上下に動く度、息が荒く激しくなっていく。

　大きな手に包まれているため全てが見えている訳ではないが、あれが所謂勃起した状態なのだろう。

　息を殺してグレンの痴態から目を離せずにいると、グレンが大きく息を吸い込む。

「く……っう……っ」

　眉根を寄せ切なげに呻いたグレンの身体が大きくぶるりと揺れ、手の中にどぶりと白濁とした婬液を吐き出す。

「……っ！　…………っ……っ！」

　ビクビクと腰を痙攣させ掠れた息と共に声を洩らしたグレンは、まだ息が整わぬうちに再び手を動かし始める。

　グチグチと粘液が擦れる淫猥な音がレイファの耳にも届くほど、激しく淫らに己を扱くグレンは熱に浮かされたように快楽を貪る。

　――――と、グレンの視線が不意に横へとずれる。

　何を見ているのだろうか？　ドクドクと煩い心臓を押さえ、レイファはじっと目を凝らす。

（あれは……――――本？）

　開いた頁を見つめ、激しく己を扱く手とは反対にまるで壊れ物を扱うようにそっと紙面を撫ぜる。

　その目はまるで恋でもしているかのように、熱く蕩けるようだった。

「――――…………」

　グレンの口が、明らかに喘ぎとは違う形に動く。

　誰かの名を呼んでいるのだろうか？　――――だが、その声はあまりに小さく、か細い。

　熱い吐息と共に誰かの名を呼び、グレンの雄から吹き出す飛沫を目にし、レイファの中でいくつもの感情が渦巻いた。

　グレンを纏う雄の色香に囚われた自分への羞恥心。

　その欲望を一身に受ける見知らぬ誰かへの強烈なまでの嫉妬心。

（……私……私は……！）

　叫びだしたくなる衝動を堪え震える手でトレイを掴み、可能な限り息を殺し足音を消して部屋を抜け出し、レイファは逃げるようにしてその場を後にした。
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「――――もう酒は抜けたのか」

　書類に視線を落としたまま、こちらに目もくれず問うクラウスにグレンはバツが悪そうに眉を顰めた。

「三日も経ったんです。流石にそんなに残るわけがないでしょう」

「その割には随分としけた顔をしているじゃないか。酒が原因でないなら、ここ数日レイファを避けていることがお前の憂いか」

　他人に興味が無さそうに見えてその実、そこら中に目があるのではないかと疑いたくなる程の洞察力を持つ兄の言葉に、グレンの肩がピクリと動く。

「別に……避けている訳では……」

　もごもごと言い訳がましく呟く弟に、クラウスはちらりと一瞬だけ視線を向けてまた元に戻す。

「まぁ何でも構わんが、外でそんな情けない顔を晒すなよ」

　そう言ってばさりと書類の束を差し出され、退室を促される。

　余り多くを語らない兄の真意がどこにあるかは不明だが、わざわざ指摘されるくらいなのだから余程顔に出ているのだろう。

　ぐにと顔を揉みながら自室へと戻る最中、視線の遙か先に件くだんの人物の姿を認め、グレンは慌てて方向転換する。

　――――〝避けている訳ではない〟と言ったそばからこのザマか。

　苦々しげに顔を歪め、自分自身に向かって舌打ちをする。

　己の狭量さに嫌気が差しつつも、極力レイファとの接触を避けてしまっているのは事実だった。

　先日の出来事が尾を引いているのは間違いない。

　何故あんな真似をしたのか、と問い詰めたい気持ちはあれども、レイファの口から真実を聞く勇気も無い。

　面と向かって『いつか迎える未来の奥方の為に』などと言われてしまえば、それこそ自分がどうなってしまうか分からなかった。

　深い溜息をひとつ零し、重い足取りで自室へと戻ったグレンだったが、受け取った書類に手を付ける気にもなれぬまま不貞腐れたように椅子に深く座り込んだ。






　――――コンコン、と扉を叩く音でにわかに覚醒する。

　少し目をつむっていただけなのに、どうやらそのまま眠ってしまっていたらしい。

　反射的に時計の針を確認し、短針が示す時刻を確認してグレンは首を傾げる。

　訝しげに眉を顰めつつ、寝起きの緩慢な動きで立ち上がり扉へと近づく。

「こんな夜更けに一体何だ……――っ!?」

　口を動かすと同時に扉を開け、申し訳無さそうに眉を下げた人物の姿を認めた瞬間、グレンの目が大きく見開かれる。

「レイ……っ!?　……なんだ、こんな時間に」

「夜分遅くに申し訳ございません。ここ数日お顔を拝見する機会が無かったものですから……、失礼を承知で参った次第でございます」

　避けていたことを遠回しに咎められているようで、グレンの顔が気まずそうに歪む。

　宵闇に冷えた空気が頬を撫ぜるのにふと気づき、「……取り敢えず中に入れ」とレイファを招き入れる。

　グレンに続いておずおずと足を踏み入れたレイファの顔をちらりと見やり、グレンの胸に少しばかりの罪悪感が生まれる。

　己が想いを無下にされたとはいえ、顔を合わせぬようにするなどと流石に少し子供じみていたかもしれない。

　しかもグレンの想いなどレイファは知る由もないのだ。

　腕を組み顔を背けるグレンの様子を、不安げに両手を組み合わせながらチラチラと窺うレイファの姿を見れば罪悪感を覚えてしまうのも無理からぬ話だった。

　レイファなりに主人を思いやっての行動だったのだと理解はしている。――だが心がどうしても追いつかない。

　その葛藤をこんな子供じみた真似でしか表現できない自分の器の小ささが、レイファにこんな表情をさせてしまっているのかと思うと居たたまれない。

　互いの沈黙が肌をひりつかせる中で――――先に口火を切ったのはレイファだった。

「――――申し訳ございませんでした」

　深々と頭を下げられ、グレンは言葉に詰まる。

　レイファの謝罪が何を指しているのかは聞かずとも分かる。だからこそどう返すのが正解なのかを考えあぐねる。

　グレンの沈黙を怒りと捉えたのか、顔色を一層青ざめさせたレイファはきゅっと下唇を噛み締める。

「……もういい。もう忘れた」

　ぷいとそっぽを向きながらぼそりと呟いたグレンの声に、レイファがパッと顔を上げる。

　――――それはグレンが出した精一杯の答えだった。

「坊っちゃま……」

「……もうあんな所に連れて行くなよ」

　眉を怒らせつつも苦笑を浮かべるグレンに、強ばっていたレイファの頬が僅かに緩む。

　互いを取り巻く空気が和らぐと、今度は別の緊張感がグレンを支配した。

（……これは……もしかしなくてもまずい状況じゃないか？）

　レイファの突然の訪問に深く考えもせず部屋へと招き入れてしまったが、夜更けに密室で男女が二人きりなのはどう考えてもまずい。

（いや待て、落ち着け。今までだってレイファと二人きりになる機会くらい幾らでもあったじゃないか！　ただ……そう、時間が少し遅いだけだ！　それ以外は何ら変わりは――――）

　とそこまで考えたところで、ちらとレイファを盗み見てグレンは違和感を覚えた。

（……そういえば、何故レイファはマントなんか身につけてるんだ……？）

　いくら夜とはいえ、マントを着込むほど冷えるわけではない。それなのに、レイファはきっちりと前まで締めてマントを身につけている。

　それに良くよく見れば、唇がいつもよりも紅いような……？

　じっと観察するようにレイファを見つめていると、視線に気付いたレイファと視線がかち合い、慌てて目をそらす。

　何やらいつもと違う様子のレイファにグレンが困惑していると、「――坊っちゃま」とレイファが口を開いた。

「私に……お相手を務めさせていただけないでしょうか」

　頬を赤らめさせながら、いやに真剣な顔つきでそう告げるレイファにグレンは首を傾げる。

　何のことだ、と問い返すとレイファはますます頬の赤みを強くさせ、耳まで真っ赤に染め上げながらコクリと唾を飲み込んで留め具に手を掛け――――マントをはだけさせた。

　分厚いマントを腕から抜き取り、レイファが髪を括っていた結紐を解いた瞬間、甘やかな芳香がグレンの鼻腔を擽る。

　目の前の状況に言葉を失うグレンの顔を真っ直ぐ見据え、普段のお仕着せではない――――ナイトドレスだけを身につけたレイファが再度口を開く。
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「どうか私を……閨修行の相手に――――」

「――――ば……っ!!」

　咄嗟に脱いだ上着をレイファに被せ、グレンは顔を真っ赤にしながら声を荒らげる。

「男の前でなんて格好してるんだ!!　それに、ね、ね、閨修行だなんて馬鹿なことを!!」

「私では力不足だとは存じております！　ですがどうか、一度だけでもお試しいただけないでしょうか」

　レイファが必死に言い募る姿に、グレンは今にも弾け飛んでしまいそうだった。

　レイファから離れろ、と理性は語りかけるのに、グレンの足は根をはったようにその場から動かすことが出来ない。

　せめてもの抵抗で思いきり顔を背けてみるものの、レイファの髪から身体から香る芳香にグレンの脳がぐらぐらと揺れる。

「力不足とか、そういう話じゃなくてだな……」

　情報過多で大混乱の頭を整理しながらなんとか言葉を探すグレンの様子に気付かぬまま、なおもレイファは言い募る。

「む、胸元は少々物足りないかとは思いますが……、その、腰回りでしたら多少は近いかと！　顔立ちもあんなに美しくはありませんが、化粧で出来るだけ近づけて――――」

　レイファの言葉に眉間を押さえていたグレンの動きがピタリと止まる。

　――――なんだ？　まるで具体的な見本でもあるかのような言い方は。

　嫌な予感がする。いや、これは予感の域を超えている気がする。

　背中に嫌な汗をかきながらグレンは切り出す。――――「まさかとは思うが……」

「…………やはり見たのか。アレを」

　目は口程に物を言うとはよく言ったもので、グレンの問いにレイファの薄茶色の瞳が分かりやすく泳ぐ。

「申し訳ございません……」

　心底申し訳なさそうに身を縮めるレイファを責めることが、果たして出来るだろうか。――――答えは否、だ。

「いや……あんな場所に放置していた俺が悪かったんだ……」

　――――宿酔いで一日中使い物にならなかったあの日、色々と限界がきていたグレンは八つ当たりのように自慰行為に耽り、そのまま眠ってしまった。

　何度か寝返りをうっている間に隙間に潜り込んでしまった例のアレの存在をすっかり忘れたまま翌日仕事へ向かい、自室の机の上にそっと置かれたアレを見た瞬間、『終わった』と思った。

　正直、娼館に連れて行かれた云々よりも猥本を見られた事の方が気まずくてレイファを避けていた、というのが事の真相なのである。

「坊っちゃま……？」

　不安げに眉を下げ小さく首を傾げるレイファを見下ろし、グレンの喉がゴクリと鳴る。

　レイファがほんの僅か体を動かすだけで立ちのぼる芳香が、一旦冷えた頭を再び熱くさせる。

　緊張している所為だろうか。白い頬が震えているのを目にし、無意識のうちに手を伸ばし頬に触れる。

　グレンの大きな手がそっと頬に触れた瞬間、レイファの瞳が大きく見開かれ、色づいた唇の隙間から吐息が洩れ出る。

　レイファの頬にカッと赤みが増したのを認めた瞬間、グレンの中で何度目か分からぬ淡い期待がむくむくとふくれあがる。

　心底惚れた相手が、こうして自分が頬に触れただけで肌を色づかせる。それに興奮しない男がいるだろうか。

　想像していたよりもずっとずっと柔い肌に触れ、グレンの下肢に血が集まる。

「坊っちゃま」

　呼ばれ慣れた呼び名には甘さがはらみ、筋張った腕にそっと白い手が添えられる。






「――――お好きになさってくださって構いません。ですからどうか、私を……」






　いつか抱いた妄想と似た台詞を口にするレイファに、ぶるりと身震いし「ぐぅっ……」と呻き声を上げたグレンは膝を震わせる。

　え、と首を傾げたレイファの視線がつと下に降り、続いてひゃと小さな悲鳴が飛び出した。

「ぼ、ぼ、坊っちゃま……？　そ、その、お召し物の前がふくらんでいらっしゃるように見えるのですが……ぼ、ぼ、ぼぼぼぼ勃起されていらっしゃるのですか？」

　顔を真っ赤にし、しどろもどろになりながら問いかけてくるレイファに、それに勝るとも劣らぬほど顔を赤くしたグレンが慌てて腰を引く。

「勃……っ……、そういうことははっきり言うな!!」

　怒りか羞恥か、あるいは両方か。眉を怒らせるグレンの目の前でレイファは両手で口元を覆い、睫毛を瞬かせる。

「嬉しい……」

　そうぽつりと呟くレイファに、今度はグレンの目が見開かれる。

　恥ずかしそうにしながらもじぃっと下肢あたりを見つめ続けるレイファに口の中だけで舌打ちし、グレンはぐいと身を寄せる。

　距離を詰められパッと顔を上げたレイファの瞳に自分の顔が映り込む。

「…………本当にいいんだな？　始まったら、その……多分止めてやれないぞ」

　レイファの耳元に唇を寄せ、脅すつもりでことさら低く唸る。それは限界寸前の中で最後に残った一縷の理性。

　胸を押し退け逃げてくれと思う自分と、背に手を回し身を預けてはくれまいかと願う自分がせめぎ合う。

　だが背中にレイファの手が触れたその瞬間――――溜まりに溜まった欲望がグレンを突き動かした。

「――――あ！」

　レイファの背と腰下あたりに腕を回し、ひょいと持ち上げそのままずかずかと大股で寝室へ向かい、華奢な体をベッドに横たわらせるや否や、レイファの顔の横に手をつき覆いかぶさる。

　獲物を食らう獣の如く貪りかけたグレンをすんでのところで制止させたのはレイファの声。

「――坊っちゃまっ！　いけません!!」

　ハッと我に返ったグレンの指先が一気に冷える。自分を見上げる薄茶色の瞳に、しまった！　と後悔してみてももう遅い。

　弾かれたように身を起こし、押し寄せる激しい罪悪感に硬直するグレンの胸元にレイファの手がすっと伸びる。

「レ、レイファ？」

　戸惑うグレンに構わずベストのボタンに手を掛け、

「このままですとお召し物に皺が寄ってしまいます！」

　とレイファはキッと眉尻を上げる。

「ま、待て待て。この状況で気にするところがそこなのか？」

「当然です！」

　この状況下においても生来の生真面目さを発揮させるレイファに、グレンの力が抜ける。

「……それに」

　脱力するグレンの気付かぬまま、レイファは言葉を続ける。

「閨では互いの衣服を脱がし合うのが作法なのだそうですし……」

　そう恥ずかしそうに呟くレイファの指先が震えているのを見た瞬間、グレンの下肢がぐんともたげる。

　ボタンを外し終えたベストを脱がし、レイファの指がシャツのボタンにかかる。

　ひとつ、またひとつとボタンが外されていく度にいきり勃った陰茎がトラウザーズの中で跳ねるのを感じ、その窮屈さにグレンは眉根を寄せる。

　全てのボタンを外し終え、はだけたシャツの合間から熱い肌が外気に晒される。

　――――夢を見ているのだろうか。

　二人分の重みに沈むベッドの上で、グレンはまだ今の状況を信じ切ることができずにいた。

　先程よりも強く香る甘い芳香が、グレンの芯を熱くさせる。

　だがレイファの指がトラウザーズにかかったところで、グレンは慌ててその手を掴み制止した。

「そ、そこは流石に自分でやる！」

　厚い布越しとはいえ、今少しでも触れられたら……。いくらなんでもそんな醜態は見られたくない。

　グレンの言葉にレイファもあからさまにホッとしたような表情を浮かべる。レイファもまだそこに触れられるほどの心構えは整っていなかったらしい。

　ぼんやりとレイファにされるがままになっていたが、リードされっぱなしでは男がすたる。

「……脱がすぞ」

　一言だけ声を掛け、レイファの胸元に手を伸ばす。

　はらはらと肩に散らばる真っ直ぐな髪が揺れ、レイファの唇から浅い吐息が洩れ出る。

　そのまま押し倒してしまいたい衝動を何とか堪え、ゆったりとした作りのナイトドレスの胸元のリボンを解き、裾をたくし上げてレイファの肌を顕にしていく。

「…………っ」

　初めて目にするレイファの裸体に、グレンの瞳が見開かれる。

　華奢な肩、小ぶりながらもつんと上を向くふたつのふくらみ、細くくびれた腰からの曲線――――全てが妄想以上だ。

　男のそれとはまるで大きさの違う下穿きに手を掛け脚から引き抜けば、そこにはグレンにとって全く未知の場所が待っていた。

（こ、これが……レイファの……！）

　ぴたりと閉じられた脚の間に待つ神秘の泉を想像し、グレンの雄から涎が滲み出る。

「ぼ、坊っちゃま！」

　穴が開きそうな程見つめ続けていたグレンに耐えきれなくなったのか、レイファはササッと脚を抱え込んでしまった。

「わ、私ばかりでは恥ずかしゅうございます」

　僅かに非難めいた声色を滲ませながら眉をキッと吊り上げるレイファに指摘され、グレンは曖昧に頷きトラウザーズに手を掛ける。

　張り詰めた己自身のせいで多少もたつきながら一気に下穿きごとずり下げれば、既に膨張しきった陰茎がぶるりと飛び出し、レイファが「あ！」と息を飲む音が聞こえた。

　いまだかつて無いくらいに張り詰めているグレンの雄。

　グレン自身の興奮と呼応するようにビクンビクンと跳ねる陰茎に、レイファの目が丸くなる。

　生まれて初めて目にする屹立した男性器に、恐れおののいている様子だ。

　だが興奮しきったグレンにはレイファの戸惑いなど届かない。

　ずいとにじり寄り、ぴたりと合わさる膝頭に唇を寄せ、大きな手がふくらはぎから膝裏を撫でるとレイファの口から驚きの声が上がる。

「あ……っ」

　丁寧に、されど執拗に、小さなリップ音を立てながらグレンの唇がレイファの細い脚に何度も触れる。

「レイファ……」

　うっとりと目を細め、グレンの手が片脚を持ち上げる。

　高く脚を持ち上げられた事によって顕になってしまいそうになる秘部を慌てて手で隠すと、「きゃっ」と小さな悲鳴をあげてレイファはそのままベッドに倒れ込んでしまう。

「あっ……やっ……坊っちゃま……！」

　ふくらはぎに軽く歯を立て、舌を這わせ、踝を食む。グレンの大きな手がレイファの足を包み込み、隅から隅までまるで自分の物だと言わんばかりに口づけを落とす。

「坊っちゃ……汚いですから……！」

「汚い場所などあるものか」

　レイファの言葉を一蹴し、グレンは足の指をパクリと咥える。

「そんな……！　いやっ……駄目っ！」

　面食らって脚を引き戻そうとするが、がっちりと抑えるグレンの力に敵うはずもなく、指の股に分厚い舌が行き来するくすぐったさに堪える。

　親指から小指までを舐り尽くし、グレンの硬い掌が身体の側面を撫ぜながら上ってくるのに、レイファの腰が妖しくくねる。

　瞳の奥に確かな情欲の炎を宿したグレンの瞳に射竦められ、レイファはじくりと蜜が己の指を濡らすのに気付き頬にまた熱を感じる。

　ぎしりとベッドを軋ませ、レイファを跨ぐようにして体勢を変えたグレンの雄々しくそそり勃つ雄茎――――何本もの血管が浮き出るソレはレイファの広げた手よりも長い。

　厨房で見る麺棒などよりも太いのではないかしら、と恐れおののくレイファだが、思いの外嫌悪感を抱かないのはグレンのものだからだろうか。

　槍にも似た形をしているがその切っ先は槍ほど鋭くはなく、先は少しばかり赤みがあるものの竿の部分は下腹と同じ色をしている。

　目を泳がせつつも目が離せないのか、ちらちらと何度もそこに目をやるレイファに気付き、グレンは浅く息を吐き出した。

「……怖いか……？」

　独り言のように呟かれた言葉に小さく首を横に振る。

「ただ、その……そんなに大きくなるとは思っていなかったので……」

　少し驚いてしまったのです、と恥ずかしそうに目を伏せるレイファにグレンの雄茎がぐんと下腹を打った。

「……っ、俺のばかり見せるのは不公平だよな……？」

「――――え？　あっ！」

　脚の間に置いていた手を取られ、隠していた秘処が顕になりレイファの耳に熱がともる。

　淡い繊毛の下のそこはうっすらと甘液に濡れ、さながら朝露に濡れる花弁のようだ。

　柔らかそうな淫肉の合間の亀裂はかたく閉じられ、時折羞恥にひくりと震える様にグレンは思わず喉を鳴らした。

「さ、触ってもいいか？」

　恥ずかしさに耐えきれず両手で顔を覆うレイファの肩がぴくりと震え、それから小さく首が縦に振られる。

　緊張に乾く唇を舌で潤し、恐る恐る指を伸ばす。

　ふにと柔らかい感触が指に伝わり、続いて温かい体液が指先を濡らす。

　さして力も入れていないのに沈んだ指先が淫肉に挟まれ、自分の想像とはまるで違う感触にグレンは興奮のあまり卒倒しそうだった。

　――――なんて卑猥で淫靡なんだ！

「……っ……ふ……」

　陰唇をなぞるように指を這わすと、レイファの口から浅く小さな声が洩れ出る。

　それは快感からというよりは未知の感触への反射的な声のようだったが、それでもグレンを煽るには十分過ぎるほどの威力だ。

　控えめな水音を立てながら触れていると、不意に「あっ」とレイファの腰が大きくくねる。

　それまでと明らかに違う反応に驚き顔を上げると、グレンと同じく驚いたような表情を浮かべるレイファと目が合った。

「す、すまん！　痛かったか!?」

「い、いいえ……！」

　ふるふると小さく首を横に振るレイファにほっと安堵し、グレンはハッと何かを思い出したように睫毛を瞬かせると、つい今ほどレイファの腰をくねらせた箇所をそっと撫ぜる。

「ぼ、っちゃま……そこは……っ！」

　レイファの反応を見て確信する。

（ここがレイファの……）

　小指の先よりもずっと小さな突起を傷つけぬように軽い力で擦れば、レイファの腰が何度となく跳ねる。

「あっ……んぁっ」

　自身が上げる嬌声に戸惑い、下唇を噛むレイファにグレンは限界を迎える。

「――――っ、レイファ……っ」

　敷布を握りしめていたレイファの手を取り、青筋立つ己の楔に触れさせる。

「……っ、そのまま握っていてくれ」

　驚くレイファを労る余裕もなく、せめてレイファの花芯に触れるように腰を落とし、レイファの細腰を掴み揺らし始める。

「く……っ、は……っ」

「あ、なぜ……っああぁっ」

「最後までは……しない……っ。ただ、今は……っ」

　――――あぁ、駄目だ。気持ちがいい。

　レイファの潤みと自身の先走りが混じり合い、腰を振る度に触れ合った箇所から淫猥な音色が互いの耳を犯す。

　太ももを合わせて抱きすくめ、弾力のある肌に指を沈めて無我夢中に腰を振り立てる。

「クソっ……もう……っ」

「――――あっ？」

　一際大きな腰の振りの後、せり上がった陰嚢から青い精が勢いよく吹き出し、レイファの腹から胸にかけてを汚した。

　熱い飛沫に目を瞠るレイファは盛んに睫毛を瞬かせ、ゆっくりと身を起こして自分の下腹あたりを見つめた。

「これが……精液……？」

　男性が達した時に出ると言われるものが、こんなに熱いだなんて。

　腹にかかった精に触れとろみのあるそれの感触を確かめると、レイファはそのまま糸が切れたかのようにベッドに倒れ込んでしまった。

「レイファ!?」

　突然意識を失ったレイファに慌てふためいたグレンだったが、すぅすぅと小さな寝息をたてて眠るレイファにホッと安堵の息をつく。

　――――よほど気を張っていたのだろう。

　眠るレイファを起こさぬようにそっとベッドを降り、リネンで自身が放った精を拭い、掛布を掛けてやる。

　仕事中に見せる顔とは違う、無防備な寝顔。

　これだけ長い期間を過ごしているのに、グレンの知らない表情がこんなにもあったなんて。

　眠るレイファの額に小さな口づけを落とし、グレンもベッドの中へともぐりこむ。

　言葉では表し尽くせない程の多幸感を胸に、グレンはレイファを腕の中に閉じ込めて静かに目を閉じた。

















第六章












　微かに残る気怠さの中、体の上にずしりと重い何かが乗っている事に気付いたレイファは重い瞼をゆっくりと上げ、それからぎょっと目を見開いた。

　グレンの逞しい腕の中に抱え込まれるような格好になっている状況に声を上げかけて、慌てて口を塞ぐ。

　長い睫毛を伏せ寝息を立てるグレンの顔を見つめながら記憶を掘り起こし、ほんの数時間前の出来事を思い出した。

（――――そうだわ、昨夜坊っちゃまと……）

　にわかに頬に赤みがさし、ふと自分が何も身に付けていないことに気付いて更に顔が赤くなる。

　だがこの幸福感は何だろう。

　素肌同士を合わせるだけでこんなにも心が満たされる。――――例えそれがただの練習に過ぎないとしても。

　グレンの無防備な寝顔を見るのはいつ以来だろうか。

　その遠い過去ですら、こんなにも近くで寝顔を見つめたことなどない。

　最近は顰められることが多い眉間も緩み、こうして見るとやはりまだどこか幼さが残っているような気がする。

　このままグレンの温度を感じたまま目を閉じてしまいたいが、そうする訳にもいかない。

　後ろ髪を引かれる思いでそっとグレンの腕の中から抜け出し、肩まで掛布を掛け直してナイトドレスを手早く身につける。

　ベッド脇に脱ぎ捨てられたグレンのシャツ類を拾い上げていく中で、ふと足元付近に置かれたリネンを見つけてレイファは少しの間思案し、ハッと何かに思い当たり下腹に手を当てた。

（坊っちゃまが拭ってくださったのだわ……！）

　腹や胸にかかった熱い飛沫の痕跡が無いことに今更気付き、ぎゅっとリネンを抱き締める。

　――――そう、確かにグレンは自分の上で達したのだ。

　この上ない喜びが全身を駆け巡る。

　昂る感情をどうにか押し込み、うるさく跳ねる胸の鼓動を抑えて慎重にグレンの部屋を後にして、まだ薄暗い廊下を急ぎ抜ける。

　まだ夜も空けきらぬ時間――――一番早くに起き出す馬番や厨房の人間たちですらまだ夢の中のはずだが、見回り当番とかち合うとも分からない。

　だがそこは長年勤めてきたレイファのこと、人目につきにくい抜け道はいくらでも知っている。

　家人たちが眠る母屋を出て、自室に戻ったレイファは扉を閉めるなりへなへなとその場に座り込み、長い息を吐きだし両手で顔を覆った。

　他人グレンの肌があんなにも熱いだなんて。

　遠く昔の記憶にある両親の温もりはもっと穏やかで、まるで毛布のようだった。

　だがグレンから与えられた熱は火よりも熱く、身体の芯まで焦がす程の熱量だった。

　脚を撫でる掌の硬さや、肌に触れた唇の柔らかさを思い出してレイファの背中がぞくりと震える。

　脚の指の間を這う舌の感触を追うように、すぷと自分の指を差し入れてみる。

　両の手のひらに残る灼熱に腹の下がじくりと疼く。

「……湯を浴びなきゃ……」

　まだ肌に残る花の香りに鼻をひくつかせ、誰にともなく呟く。

　香りと共に流れていく泡を見つめ、頬を伝う湯はほんの少しだけ塩の味がした――――。










「レイファ……？」

　薄く目を開けたグレンは、腕の中にあるはずの重みを探して敷布の上を探り、バッと跳ね起きた。

　カーテンの隙間から見える陽の光に眉を顰め、続いて時計の針を確認する。

　長年染み付いた体内時計は今日も狂うことなく主人を目覚めさせたらしいが、何を置いても確認しなければならないことがある。

　ぐるりと寝室を見渡して昨夜の痕跡を探すが、脱ぎ捨てた衣服はどこにも見当たらず、レイファの身体を拭ったはずのリネンすら見つからない。

（――――まさか、昨夜のは夢だったのか？）

　初恋を拗らせに拗らせている自覚がある以上、その可能性は捨てきれない。

　だがもしあれが妄想だったとしたら、いよいよ自分は末期だといえる。

　記憶に残る香りや温度はこんなにも鮮明なのに、それらが夢で無いと証明するものは何も残されていないのだ。

　クロゼットから適当な服を引っ張りだして身につけ急いで部屋を飛び出した瞬間、廊下の向こう側からこちらに向かって歩いてくるレイファの姿を見つけ、「レイファ!!」と大声を張り上げた。

「――っ!?　ど、どうなさったのですか、坊っちゃま」

「どうしたもこうしたもないだろう！　目覚めてみれば居るはずのお前の姿が無いんだ、慌てない方がどうかしてる！」

　血相を変えてそう言うとレイファの目が大きく見開かれ、続いて申し訳なさそうに眉が下がる。

「も、申し訳ございません……。昨夜は坊っちゃまの寝台で眠ってしまう粗相を――――」

「そういうことを言っているんじゃない！」

　驚くレイファの体を抱きしめ、心の底からの安堵の息が洩れる。

　あぁ、間違いない。昨夜この腕に抱いたのは確かにこの温度だ。

「……すまなかった。昨夜は頭に血が昇ってお前の身体を気遣う余裕が無かった……」

　絞り出すようにして口から洩れる言葉に、レイファの身体がピクリと身動ぐ。

　少しの間をあけ、腕の中で小さく首を振るレイファに強張っていた頬が緩む。

　ふと無意識に鼻をひくつかせれば昨夜感じた甘い芳香は既に無く、代わりに香るのは微かな石鹸の香りだけ。

　自分の肌にはまだあの甘い香りが移っているというのに、その香りの持ち主からはもうその片鱗すら感じられない事にチクリとグレンの胸が痛む。

「ぼ、坊っちゃま……誰かに見られてしまいますので……」

　眼下でもごもごと主張するレイファの台詞にハッと我に返り、慌てて腕の拘束を解く。

　昨夜の感覚がまだ抜けきらず、本来あるべき距離感をつい忘れてしまったようだ。

「す、すまん」

　大きく一歩後ろに下がり、気まずい雰囲気に耐えきれずに思わず目をそらすと、グレンと同様に気まずさを感じているのか、レイファもまた俯いて目を合わせようとはしてこない。

（――――後悔……しているのだろうな）

　考えなくとも分かる。当然のことだ。

　妙な罪悪感と義務感だけで、好きでもない男の前に素肌を晒したのだ。後悔しない方がおかしいに決まっている。

　それを分かっていながらつけ込んだ自分に、今更ながら反吐が出る。

　だが止められなかった。

　焦がれて焦がれて、いつその身が灼かれてしまうか分からない想いを堪えることが出来なかった。

　それまでの関係が全て変わってしまう危険性を思っても尚、手を伸ばすことをやめられなかった。

（だが……）

　叶うものなら――――もっと大切に、もっと慈しむように触れたかった。

　最初で最後の機会に、自分の欲に溺れてしまったことだけが後悔だった。

　グッと拳を握り締め、奥歯を軋ませてから大きく息を吸い込んだグレンが口を開くと同時に、レイファの口が動いた。

「レイ――――」

「坊っち――――」

　互いに被った声に同時に睫毛を瞬かせ、それから打ち合わせたかのように互いに先を促す。

「先に言ってくれ」

「い、いいえ、坊っちゃまから先にお話し下さい」

「お前の方が先だった」

「いいえ、坊っちゃまの方がほんの少し先だったかと」

「いいから、お前が先に話せ」

　押し問答に競り負けたレイファの瞳が迷うように揺れ動き、そっと胸に手を当ててからゆっくりと口を開いた。

「――――閨修行のことですが……」

　予想していた通りの内容に、グレンの眉が悲痛に顰められる。続けて聞こえてくるはずの後悔の言葉に堪えるべく、再び拳に力を込めて黙って耳を傾ける――――と。

「坊っちゃまがお望みであれば、またいつでもお声掛け下さいませ」

「――――……は？」

　自分でも膝が抜ける程間抜けな声が出てしまったが、目の前のレイファの顔は昨夜同様、真剣そのもの。

（なんだ、今のレイファの言葉は。俺の妄想が聞かせた幻聴か？）

　はてと首を傾げるグレンの反応に今度はレイファが不安になったようで、目に見えて顔色が悪くなるのにグレンが慌てて口を開く。

「違う！　言っとくがお前が想像しているような理由じゃないぞ！」

「……え？」

　しおしおと肩を落としていたレイファは顔を上げ、首を傾げる。

「私ではお役に立てないから……ではないのでしょうか？」

「やっぱりか！　どうして変なところで後ろ向きなんだ、お前は！　俺は……お前が昨夜のことを後悔しているんじゃないかと……」

　捲し立てるようにして説明するグレンに、レイファは慌てて首を横に振る。

「まさか、後悔など！　私は……私は坊っちゃまさえ望んでくださるのなら……」

　耳朶まで赤く染め俯くレイファを見下ろし、グレンの喉がぐる、と鳴った。
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　知らぬままであれば耐えられたかもしれない。だが一度味わってしまえば抗うことは許されない。

　再びグレンのベッドが二人分の重みで軋むのに、そう時間は掛からなかった。

　そして回数を重ねる毎に頻度は増していき、交わる時間も濃く長くなっていく。

「あぁ……っ！　坊っちゃま、もう……っ」

「ん……いいぞ」

「ぁ……っ、んぅ――――…………っ」

　胸の先を転がされる、むず痒いような快感を覚えたのが二度目の機会。

　雌芯を捏ねられ達したのが四度目の機会。

　狭い膣道に指を受け入れ、痛みから思わずグレンの背に爪痕をつけてしまったのが五度目の時。

　首筋に熱い吐息がかかるのがたまらなく好きなのだと気付いたのは、果たして何度目だったか。

　豊臀に焼けた鉄剣を押し付けられながらレイファは絶頂に身を震わせる。

　拾う快感が増えているのはグレンの技術が向上しているからだけではない。

　鎖骨を喰まれ、脇下を舐められ、臍に舌を入れられる快感にレイファの身体が慣れていっている所為もある。

「坊っちゃま…………」

「あぁ……そう、強く握って……」

　燃えるように熱く滾った肉竿の、ずしりと重い感触を今日も手のひらで感じる。

　そのまま身体ごと揺さぶられ、切羽詰まった低い掠れ声と共に吐き出された白液がレイファの薄い腹と手の中に落ちる。

　――――あれから何度も閨修行を重ねてはいるが、終わり方はいつも同じ。

　固く閉じられていた膣道で快感を得られるようになっても、レイファのそこにグレンの指以外が侵入したことは一度もない。

　決して踏み越えてはならない境界線があるのを感じながら、あと少し、もう少し、と願ってしまう自分はひどく滑稽で浅ましい。

　だけど、それでも。

　合わせた肌から伝わる温度は自分のものだ。――――たとえそれがただ一時のものだとしても。






「……もう戻るのか」

　起き上がり身支度を整えるレイファに向かってグレンが声を掛ける。

　下半身だけを掛布の下に置き、肘を立てて身を持ち上げ唇を尖らせるグレンに苦笑を浮かべる。

「これ以上の夜更かしはお体に障りますから、早くお眠りにならないと」

「それはお前も同じだろう。このまま少し眠っていけばいい」

　クイと袖を引かれ、レイファは困ったように眉尻を下げる。

　ここ最近、毎度繰り返されるこのやり取りは一体どうしたことだろう。

　いけません、と首を横に振るのももう何度目だろうか。

　レイファが示す拒否の姿勢にむくれたグレンが寂しそうに目を伏せ、「……分かった」と指先にそっと口づけを落とす。

「……また朝に」

「……はい。お休みなさいませ、坊っちゃま」

　ルームランプの灯りを消し、部屋に訪れる時と同じように静かに退室していく背を見送ったグレンが、暗闇の中で深い溜息を零していることなどレイファは知らない。

　ただベッドだけでなく、昼間も垣間見えるようになったグレンの執着に、少なからず戸惑っているのは確かだった。

　大した用がない時でもレイファを呼び、何かと理由をつけてはその場に留まるように仕向け、場合によってはまるで恋人にでもするように腰を寄せることすらある。

　その変化を嬉しく思ってしまう自分は、なんて罰当たりなのだろう。

　グレンにも自分自身にも尤もらしい理由を並べ立て、ただ己の我儘だけで好いた男性の腕に抱かれにいっている自分の浅ましさに気付かないフリをし続けている。

　本当の意味での〝閨修行〟であれば、恐らくグレンはもう充分な域に達しているはずだ。

　ベッドへと誘うタイミングも、耳元や首筋にキスをしながら流れるように衣服を脱がしていく手つきも、最初に比べれば随分と自然になってきた。

　ささやかな胸間と内腿あたりにつけられた求愛痕は、色が薄くなる間も与えられずに今もレイファの薄い皮膚に刻まれている。

　窓に映る自分はいつもと変わりない。だが、お仕着せの下の肌にはグレンがつけた名残りが残っている。

　服の上からなぞるようにそっと胸元に手を置き物憂げな溜息を零していると、ふと横から視線を感じてレイファはそちらの方向へと顔を向けた。

「どうかしましたか、マルコさん？」

「ん？　いや……んー？」

　顎に手をかけうにゃむにゃと不明瞭な言葉を呟いていたマルコが、首を傾げながらこちらへ近づいてくる。

「どうしたんです？　何か悩み事でも？」

「別に変わったようには見えないよなぁと思ってな」

「変わった？」

　依然として首を傾げ続けるマルコと同様に首を傾げ聞き返すと、マルコはひとつ頷いて「いや、マリアとさっき話ししてたんだけどよ」と切り出す。

　マルコの口から出たマリアとはエディントン家のメイドの一人で、さっぱりとした美人だ。

　レイファにとってマルコは同僚であり兄のような存在だが、マリアは姉のような存在である。事実、マリアは幼い弟妹も含めて五人の兄弟の長子で、仕事以外のこととなると途端にポンコツになるレイファのことも何かと世話を焼いてくれるのだ。

　そのマリアと一体何を話していたというのだろう。

　気になる言葉の続きを待つレイファをじぃっと見つめながら、尚も唸り続けるマルコが片眉を上げる。

「ここ最近でお前の雰囲気が変わったって言うんだよ。なんか色気が出てきたとか何とか言って、良い人でも見つけたんじゃないかって」

　でも俺には分からないんだよなぁ、と首を傾げるマルコに、レイファは思い切り目を見開いた。

「えっ!?　ど、なん、い、良い人って……そんな……！」

「えっ!?　その反応はまさか、本当にそうなのか!?」

　まさかの指摘に驚いたレイファよりも、更に大きな驚きを返したマルコが思わず仰け反る。

　違う、とレイファが否定するよりも早く、ずいと距離を詰めてきたマルコは満面の笑みを浮かべてレイファの肩を力強く叩く。

「そうか！　なんだよ、早く言えよ！　俺はもうてっきりお前は一生坊ちゃん離れ出来ないもんだと心配してたんだぞ？　屋敷の人間……じゃないよな、どこのどいつなんだよ」

「違――――」

「そうかぁ、レイファもやっとこさ坊ちゃん以外のものに意識が向くようになったか……。いや、勘違いすんなよ？　俺はお前のその忠誠心には一目置いてるけどさ、人生そればっかりじゃないだろう？　坊ちゃんの幸せも大事だけど、自分の幸せも大事にしないとな。幸せってのは、自分だけじゃなくて周りも幸せにするもんだしよ！」

　そのマルコの言葉を聞いた瞬間――――レイファの心が急激に冷えた。

　日を追うごとに膨れ上がっていくグレンへの想い。

　ただ一度だけ、と願った思いが今はどうだ。

『このまま一緒に眠ればいい』と掛けられる言葉に揺らぎ、頷いてしまうのも時間の問題なくらい、強欲になっていく自分の想い。

　だがそれを幸せと感じるのは自分だけ。

　独り善がりな幸せが、果たして本当の幸せと言えるのだろうか。

　周りに祝福されない幸福に、いつまで主人を巻き込むつもりなのだろう。

　自分以外の――――最愛の主人すら幸福に出来ないこの想いと、口にすることすら出来ないこの想いと、向き合わなければならない時がすぐそこまで来ていた。
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　グレンの書斎に行く前に渡す物がある、とエトヴィンに呼ばれ、彼の仕事場である部屋へと入室する。

　彼がこの部屋の主となってもう随分の年月が経っているはずなのに、設えられた机や書架はまるで新品のようにピカピカに磨き上げられている。

　定規で測ったように全てがきっちりと揃えられたこの部屋に足を踏み入れると、自分の背丈が少し高くなったように感じるのは、きっとレイファだけではないはずだ。

　鏡のように自分の顔が映り込みそうな執務机の上に積み上げられた大判な書類の束を指差し、いつも通りの良く通る声で「グレン様宛だ」とエトヴィンが口火を切る。

　エトヴィンの視線の動きにつられるようにしてレイファも目線を向け、それが何なのかを認識しハッと息を飲み込んだ。

　一見するだけで分かる上質な紙のそれらは、所謂〝釣書〟だった。

　ざっと見た限りでも二十を超える釣書の数は、グレンが他家のご令嬢たちの目にどれ程魅力的に映っているかを如実に表している。

「『どうするかは任せるが、一度目は通しておくように』と、クラウス様は仰せだ」

　――――いよいよその時がやってきた。

　淡々と話すエトヴィンの声も遠い。

　かしこまりました、と声を出そうとしても、言葉がつっかえて上手く音が出せない。

　は、と短い息を吐き出すレイファの異変に、長年彼女を指導し続けてきたエトヴィンが気付かないはずもない。

　だがエトヴィンは何も言及しなかった。

　半ば意識を手放したまま釣書の束を受け取り、執務部屋を後にしたレイファは覚束ない足取りでグレンの書斎へと戻る。

　自分でも思っていた以上にショックを受けていたのか、角を曲がる際に目測を誤って強かに肩口が壁にぶつかり、その反動で手にしていた束が雪崩を起こして腕から滑り落ちていった。

　拾い上げる為に慌ててしゃがみ込むと、落ちて開いた先の女性と目が合った。

　綺麗に結い上げられた髪。

　耳元や首元を飾る宝飾品。

　流行のドレスを身に纏い、柔和な笑みで笑いかける年若い女性は、地味な自分などよりもずっとずっとグレンの隣に立つに相応しい。

　――――自分は何も持っていない。

　差し出せるのはこの身ひとつだけ。それ以外、何も無い。社交界で役立つ美しさも家柄も、グレンの為になるものは何ひとつとして持っていない。

　ず、と鼻を啜り、自身に向けたせせら笑いが口元に浮かぶ。

「何を馬鹿なことを……そんなこと、初めから分かっていたじゃない」

　口に出すのも畏れ多い、大それた事。

　ぐいと目元を拭い顔を引き締め、落としてしまった釣書を急いで拾い上げてレイファは真っ直ぐ顔を上げた。






　書斎の扉を叩くと、少しの物音と共に扉が開かれた。

「遅かったな。どこに寄り道していたんだ」

　満面の笑みを浮かべながら部屋の中へ招き入れようとしたグレンの視線が、ふとレイファの手元へと落ちる。

「……なんだ、それは？」

「坊っちゃま宛の釣書でございます。一度全てに目を通すように、とクラウス様より言伝を預かっております。……その後どうされるかは坊っちゃまに任せる、と」

　胸の中を吹き荒れる悲しみの嵐が漏れ出ぬよう、細心の注意を払って努めて穏やかな口調でそう告げると、一瞬の内にグレンの顔から笑顔が抜け落ち、憤怒が浮かぶ。

「クソッ!!」

　あまりの変貌に声もなく固まったレイファの手元から釣書の束を引ったくり、グレンは猛然と部屋から飛び出して行った。
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　怒りで全身の血が沸騰しそうだった。

　すれ違う使用人たちが上げる悲鳴すら厭わしい。

　怒りに任せ歩を進める自分を呼び止めるレイファの声に耳も貸さず、ずかずかと絨毯を踏みしだく。

　力任せに扉を叩き、入室の許可を得るなり部屋の中へと押し入ると、家令であるエトヴィンと何やら話をしていた様子のクラウスが、ちらと視線だけをグレンに向けてすぐにまた視線を戻す。

　直ぐにでも問い質したいところだが、会話を遮るような不躾は流石に出来ない。

　じりじりと焦れるグレンに構わず言伝を終えたクラウスは、ようやっとグレンの方へ体を向け、青い瞳が真っ直ぐにグレンを射抜く。

「――――で？」

　顔立ちは違えど同じ色の瞳を持っているはずなのに、その奥に宿る温度には明らかに差がある。

　普段は畏れを抱く兄の視線だが、今日ばかりはその変わらぬ色がグレンの怒りに油を注ぐ。

「何の真似ですか」

　喉奥深くから絞り出した声は、自分でも驚くほど低く鋭かった。

　だが目の前の兄は眉ひとつ動かさず、手元の葉巻に手を伸ばし、優雅な所作で葉先を切り落とす。

「レイファから聞いただろう。それ以上でもそれ以下でもない」

「何故レイファに伝えさせたのかと聞いているんです！」

　クラウスの何でもないような言い方が、グレンの癇に障ったらしい。歯をむき出し唸り声を上げるグレンに、それでもクラウスは顔色ひとつ上げずに聞き返す。

「何故？　あれはお前の執事だろう。それともそれ以上の何かがあるとでも言いたいのか」

　核心をつく質問にグレンは一瞬怯んだが、ぐっと拳を握りしめてはっきりと言い放った。

「レイファを……妻にと望んでいます」

「――――坊っちゃま、いけませんっ!!」

　グレンがそう告げた瞬間、血相を変えたレイファが勢いよく扉を開け部屋の中へ転がり込み、かつて無いほどの悲痛な叫び声を上げる。

「レイファ……!?」

　驚くグレンを余所に、顔面を蒼白にしたレイファがクラウスへ言い募る。

「クラウス様、どうか今の言葉はお忘れ下さい！　坊っちゃまは情けからそのような事を言ってしまわれただけなのです！　全ての咎は私にございます！」

「違うっ!!　情けなんかじゃない、俺はずっと――――」

「――――二人とも、口を閉じろ」

　冷たく鋭いクラウスの声がグレンとレイファの言葉を遮り、部屋の中に緊張が走る。

「レイファ。お前は下がれ」

　クラウスが下した命令にレイファがビクリと肩を震わせ、頭を下げて退室しようとするのをグレンが止める。

「レイファも当事者だ、話を聞く権利がある！　レイファ、ここに居るんだ」

「レイファ、下がれ」

　グレンの主張を押し退け尚も命ずるクラウスに、グレンの頭がカッと熱くなる。

「レイファは俺の執事だ！　兄さんのものじゃない!!」

「――――グレン、それが答えだ」

　クラウスの意図するところが分からず、眉間に皺を寄せる弟に呆れたように溜息をつき、クラウスはギシリと椅子に凭れ掛かる。

「お前は今、自分で答えを出したのだ、〝俺の執事だ〟――と。人にはそれぞれ与えられた役というものがある。その役目に応じた相手でなければ務めは果たせん。お前とレイファではつり合いが取れんのだ」

　己の失言を理解し顔を歪めるグレンが、クラウスの言葉に噛み付く。

「……身分が違うとでも？　この国から身分制度が無くなってからもう百年以上経っている。革新的で知られるエディントン家たる兄さんが、そんな古臭い言葉に縛られているだなんてお笑いだ」

　グレンの渾身の嫌味にも顔色ひとつ変えることなく、「住む世界の違いというものはある」と淡々と返され、グレンの怒りは今まさに全身を焦がさんばかりに膨れ上がる。

「……住む世界が違うというのなら、同じ世界に立てばいいんだろう。そんな下らない世界なら、こちらから捨ててやる！」

　グレンが言い放った言葉に真っ先に反応したのは、レイファだった。

　彼女が一番恐れていた言葉に、決して迎えたくは無かった現実に、血の気がみるみる引いていく。

　なんということ、あぁなんということだ！

　あまりの恐れ多さに歯の根がガタガタと震える。

『すぐにその言葉を取り消して下さい』――――そうレイファが言うよりも早く、グレンとは違う低音がその場に響いた。

「捨ててどうする。エディントンの名に守られ生きてきたお前がその名を捨てた後、お前に一体何が残るというのだ、グレン」

　クラウスの表情は変わらないが、その声には明らかな怒りが滲む。

　兄の気迫に気圧されるグレンの返答を待たずして、尚もクラウスは畳み掛ける。

「何も持たぬ何も成せぬお前に、ついてこいとレイファに言うつもりか？　あぁ、レイファはついていくだろうな。それに、レイファ程の能力があれば働き口に困ることはないだろう。――――だがお前は？　父や私や、先々代より前のエディントン家が用意した場でしか働いた事のないお前に、何が出来る？」

　――――クラウスの痛烈な批判。

　何の温情もなく突きつけられる事実にグレンは一言も返すことが出来ず、ぐっと拳を握りしめるばかり。

　シン、と静まり返る場に聞こえてくるのは小さな小さな息遣いだけ。

「勘違いしているようだが、つり合いが取れんと言ったのはレイファだけの事を言っている訳ではない。お前自身がレイファにつり合わんと言っているのだ」

　その言葉に、俯いていたグレンの顔がバッと上がる。

「エディントンの名を捨て、何も成さぬまま、お前は一生レイファに守られながら生きていくつもりか？　甘ったれるのも大概にしろ!!」

「――――っ！」

　生まれて初めて聞く兄の怒声にビクリと肩を震わせ、ググッと眉根を寄せたグレンは堪らずその場を飛び出した。

　幼子のように八つ当たりじみて開け放たれた扉を静かに閉じるのは、訳知り顔のエトヴィンだった。

　何も言わずただ静かにその場に佇む師の心情を推し量れる程、レイファは冷静では居られなかった。

　その胸に渦巻くのは後悔ばかり。

　利己的な己の浅慮さが、この状況を生み出してしまったことへの深い哀しみだけ。

　奥底からこみ上げる涙を堪えるのがやっとなレイファに、「愚弟がすまんな」とクラウスの静かな低音が掛けられる。

　いいえ、いいえ、と掠れた声で首を横に振るレイファに小さく溜息をひとつつき、クラウスは片手に頬を預ける。

「私が……私が悪いのです。身分も弁えず、お情けに縋り……拾っていただいたご恩を、仇で返すような真似を……」

　申し訳ございません、と何度も謝罪の言葉を口にし、頭を下げたまま顔を上げぬレイファを静かに見つめるエトヴィンを一度見やり、それからクラウスはゆっくりと口を開いた。

「レイファ、暫くの間お前を謹慎処分とする。理由は言わずとも分かるだろう。無論、その間グレンと会うことも禁ずる」

　のろのろと視線を上げ、言葉には出さず問う。解雇クビではないのか、と。

　レイファの瞳の問いには答えぬまま、クラウスの視線は手元の書類へと落ち、レイファはそれ以上の解が無いことを悟った。






　部屋を出る前にもう一度、クラウスとエトヴィンに対して頭を下げた後、どうやって自室へ戻ったのか記憶が曖昧だった。

（クラウス様にも、エトヴィンさんにも申し訳が立たない……あぁ、私はなんてことを……！）

　そして何よりも。

　一番幸せであって欲しいと願っていたグレンを想い、レイファは涙が止まらなかった。

　自分を妻に、と望んでくれたことが嬉しくないわけがない。

　だがそれはきっと、本心からくるものではないのだ。

　嫁入り前である自分と臥所を共にしたことに対する責任感から、そう言ってしまったに違いない。

　グレンの性格を思えば分かるはずなのに、どうして自分はそこまで考えが及ばなかったのだろう。

　散々泣き続けても尚、零れ落ちる涙は止まらない。

　こんなにも泣いたのは、幼い日のあの日以来だ。

　――――もうどのくらいの時間が流れたのだろう。

　帳を引き、明かりも無い暗い部屋では日の陰りさえ分からない。

　時計の短針が何周か回ったような気もするが、ぼんやりと働かぬ頭ではその記憶すら危うい。

　深い悔恨に苛まれ、ひとりはらはらと涙を零すレイファの耳に静かに扉を叩く音が聞こえ、咄嗟に扉を開ける――――と。

「――――…………！」

　予想もしてなかった訪問客に泣きはらした目を見開くレイファの前で、白髭をたくわえた老爺が微かに目を細めた。

　くしゃくしゃになった髪の毛や皺がよったお仕着せに素早く目を走らせ、ふぅと小さく息を吐き出してからゆっくりとその口を開いた。

「主人の幸せを第一に、と私が言ったのを覚えているかね？」

　その声は咎めるでもなく、責めるでもなく、ただ穏やかだった。

　エトヴィンの問いに小さく頷き返事をすると、さらに言葉が続けられる。

「変わらぬ事がグレン様の幸せなのか、変わる事が幸せなのか考えたことは？」

　謎掛けのようなエトヴィンの言葉に、レイファは大きく瞬きをする。

「……ど……ういうことでしょうか……？」

　泣きはらして掠れた声で尋ねると、目の前の師はその瞳を僅かに細めてレイファの頭にそっと手を置く。

「考えなさい、グレン様の為にも。――――そしてレイファ、自分自身の為にも。グレン様は答えを出した。次は君が答えを出す番だ」

　幼い頃、もう遠い記憶になってしまった父がしてくれたように優しく頭を撫でながらそう諭すエトヴィンの言葉の意味を考える。

　――――変わらぬ事と変わる事の、どちらが坊っちゃまの幸せなのか……？

　エトヴィンが立ち去った後、残されたレイファはずっと考え続けていた。

　その言葉が指しているのが、グレンと自分であることは間違いない。

　変わらぬという事は、今までと同じ主従関係でいるということ。この想いも、あの肌の熱さも忘れて、ただの主と執事に戻るということ。

（……〝戻る〟……？）

　浮かんだ言葉に違和感を覚える。――戻る？　戻るとは何だろう。

　気付くのが怖い。だけどとても大切な、とても重要な事のような気がする。

「変わらない事……変わる事……」

　ぐるぐるとまとまらない答えを探していると、不意に扉を叩く音が聞こえ、次いで自分の名を呼ぶ声にレイファは勢いよく立ち上がった。

　まさか、と思いつつも扉に近付き、すぐさま扉を開こうとしたところで

「待て、開けるな。……そのまま聞いてくれ」

　と隔たりの向こうから声が掛けられ、レイファもまたクラウスからの禁止事項を思い出す。

　本来ならば、こうして言葉を交わすことすら許されてはいないのだと理解はしていた。

　だがそれでも声を聞いてしまえば愛しく想う気持ちが先行してしまう。

「坊っちゃま……どうして……？」

　扉に額を押し付けて問い掛ける。さっと時計の針を確認すれば、もう夜更けも過ぎた時間。本当ならばとっくに眠りについている筈なのに。

「……今まですまなかった」

　突然の謝罪に、え？　と口から戸惑いが洩れ、心臓がきゅうっと縮こまる。

「ずっと昔から言い訳ばかりしてきた。本当のことを言えばレイファが困るんじゃないか、とか、今はまだその時じゃない、とか。……だけど違ったんだ。本当は怖かったんだ、ずっと。変わりたいのに、変わってしまう事がずっと怖かった」

　独白にも似たグレンの言葉を聞き逃さぬよう、目を閉じ耳を凝らす。

「……変わってしまう事を恐れていたくせに、差し出された手を振り払う事もしなかった。全てが手に入らないとしても、一部でもいいからと欲した。でも駄目だった。触れてしまえば……止められなかった。それが間違いなのだと理解っていたのに、止められなかった」

　――――〝間違い〟。

　その言葉を聞いた瞬間、心臓に刃を突き立てられたかのような痛みがレイファを襲った。

　喉奥が詰まり、息がうまく吸えない。

　足元から崩れ落ちてしまいそうな深い絶望に包まれかけたその時、「……俺は」とグレンの声が続く。

　だがその先は聞こえてこない。

　怖い。続きを聞くのが怖い。だけれど聞かなければならない。

　耳を塞いでしまいたくなるのを必死で堪え、震える膝を叱咤して、レイファはグレンの言葉をじっと待つ。

「俺は……変えたい……変わりたい。……でも今の俺じゃあ変えられない。だから……」

　――――待っていてくれ。

　そう言い残し、遠ざかっていく足音。

　待って、と声を掛けかけて、レイファはぐっと言葉を飲み込んだ。

　あれがグレンの出した答え。

『変わりたい』――――それがグレンの願い。

　ならば自分は？　自分はどうしたいのだろう？

　自分の想い、グレンの願い。ふと浮かんだ〝戻る〟という言葉。

　長い時間をかけ、心の奥底に沈んでいた答えを導き出したレイファは、ぐっと顔を上げた。

















エピローグ












　あの日から何巡目かの季節の移り変わりを迎えたエディントン家の一室で、「あ！」と少女の声が上がる。

「ちょっと！　アルったら今、背伸びしたでしょう!?」

「してないよ！　ドリーこそ、その靴は何だよ！」

「言いがかりはやめてよ！　ねぇ、どっちの方が高い？」

　互いに背を合わせ、自分の方が背が高いと言い合う双子の片割れが側に居た女性に声を掛ける。

　勝敗の行方を委ねられ苦笑を浮かべながら

「そうですね、同じ……ではないでしょうか？」

　と答える女性に不満そうな顔を顕にした双子はくるりと顔を突き合わせ、火花をちらし合っている。

「二人とも、その辺になさいな。レイファが困っているでしょう？」

　柳眉を軽く顰めながら部屋へと入ってきたエルザに手を引かれ、よちよちと覚束ない足取りでこてりと首を傾げる天使を認めた瞬間、ドーリスとアルノルトは膨らませていた頬を緩めた。

　つい先程まで一触即発であった空気は、御年二歳と九ヶ月になる弟ミシェルが放つ愛されオーラの前にあえなく消え去り、「にぃに、ねぇね」と呼ばれた双子は相好を崩し、母から弟を奪い取ってしまった。

「ミシェルが生まれてから、あの子達も少し大人になったみたい。何がきっかけになるかなんて分からないものね」

　キャッキャと楽しそうな声を上げる子供たちを見つめ、優しげな笑みを浮かべていたエルザがしみじみと呟くのに同意してみせると、クスリと小さく笑って「貴女もよ」と水を向けられた。

「私が、ですか？　そんなに子供っぽかったでしょうか……？」

　戸惑いを隠せず肩を竦めると、さらりとした髪が肩から流れ落ちる。

「いいえ、違うわ。洗練されてきた、ということよ」

　優雅な仕草で紅茶を飲むエルザの言葉に、恐縮しながらもレイファの頬が嬉しそうに緩んだ。

　肩あたりまでだった髪も随分長くなり、今は背中の真ん中あたりまで伸び、櫛を通すだけだった手入れに香油が足されるようになった。

　機転の利いた会話や訪問時のマナー、舞踏会での立ち居振る舞い、扇子の持ち方やセンスの良いドレスの選び方……視点が変わるだけでこんなにも違いが出るのか、と驚き戸惑う事も少なくなく、何度も打ちのめされそうになったりもした。

　鼠が獅子の真似をするようなものだ、と理解はしていた。努力だけでどうにかなるものでは無いことも。

　――――だが、それでも。

　少しでも変えられるのであれば変わりたい、と。

『変わりたい』と願った、あの人と同じように。






「……彼がどうしているか、聞きたい？」

　エルザに唐突にそう尋ねられ、一瞬戸惑った後にレイファは静かに首を横に振った。

　グレンが今、何処で何をしているのか。当然知りたくないはずがない。

　だが知っているはずのクラウスやエトヴィンが敢えて耳に入れようとしないのだから、今の自分が聞くべきでは無いということなのだろう。

「待っていてくれ、と言われましたので……」

　はにかみながら答えるレイファに、エルザはふわりと微笑み、ちらりと視線をレイファの後方へ向け「だそうですわよ」と言葉を投げた。

　え？　と首を傾げたレイファの耳に、聞き覚えのある声が飛び込む。

「――――レイファ」

　まさか。

　己の名を呼ぶこの声は、まさか。

　何度も夢に見た懐かしい声に、指の先が痺れる程の緊張感が走る。

　反射的に振り返り、唇がわなないた。

　あの日と変わらぬアッシュブロンドの髪。

　あの日よりも幼さが抜けた精悍な顔立ち。

　そして変わらぬ、抜けるような青空色の瞳。

　頭で考えるよりも先に、溢れんばかりの想いがレイファの体を突き動かした。

　たった十数メートルの距離なのに、気持ちが急いて足が絡まる。

　涙が溢れて視界が滲む。

「坊っちゃま……！」

　大きく広げられた腕の中に迷いなく飛び込み、レイファは咽び泣く。

「坊っちゃま、坊っちゃま……！」

　会いたかった。会いたくて、会いたくて、どうしようもなかった。

「お待……っ、お待ちしておりました……！」

「あぁ……俺もだ……」

　上擦った声で答えるグレンの腕に力が込められ、その温もりがレイファを温める。

「あっ!?　なにするんだよっ」「アルは見なくて良いのよ、お子ちゃまなんだから！」と小さな歓声と共に争う声を聞き、ハッと我に返ったレイファがグレンの胸から顔を上げると、クスクスと楽しげな笑い声が聞こえてきた。

「クラウスったら、感動の再会の場面でその顔は似つかわしくないのではなくって？」

　エルザの言葉にぴくりと片眉を跳ね上げ、ふむ、と頬を擦るクラウスの姿を認め、レイファは慌てて身を離す。

「も、申し訳――――」

「レイファ」

　反射的に頭を下げかけるレイファを制止し、グレンは真っ直ぐクラウスへと向き直る。

「――――答えは出たのか」

　静かに、だが重々しく問うクラウスを前に、グレンは兄の鋭い視線を真っ向から受け止める。

　その姿は、兄を畏れ萎縮していたあの日のグレンとは違った。

　穏やかな表情のまま頷き、ゆっくりと問いに答える。

「私の答えは変わりません。私が妻にしたいと思うのは……レイファただ一人です」

「……釣り合いが取れぬと言った言葉を忘れたのか」

　尚も続く問いに、グレンはいいえ、と首を振る。

「エディントンの名を捨てるつもりはありません。この名がレイファを……彼女を傷つけてしまう時があるかもしれない事も承知しています。ですが守ります。今まで守ってもらってばかりいた分までも、一生をかけて必ず守り抜きます」

　そうはっきりと兄に告げたグレンの瞳がレイファを捉え、そっと手を取る。

　驚くレイファの前に跪き、グレンは口を開いた。

「……レイファ、どうか頷いて欲しい。執事ではなく、妻として俺の側にいてくれないか？」

　グレンから発された、明確な求愛プロポーズ。

　その様子を見守っていたクラウスから、今度はレイファへ問いが向けられる。

「レイファ、お前には覚悟があるのか。使用人であったお前に向けられる目は、決して優しいものばかりではないだろう。自分自身が傷つくこともそうだが、お前を伴うグレンもまた同じような目を向けられるだろう。それでも尚、グレンの手を取る覚悟があるのか」

　クラウスの言葉は大袈裟ではない。実際に執事という立場から見ていても、目には見えぬ格差がある世界なのだということも知っている。

　――――だが、それでも。

　きゅっと唇を噛み、レイファは真っ直ぐにクラウスに向き直りはっきりと答えた。

「覚悟は出来ております。坊っちゃまと――――私自身の願いの為に」

　――――どうか、お許し下さい。

　そう口にし、深々と頭を下げるレイファの隣でグレンもまた同じように頭を下げる。

　いつの間にかクラウスの隣に移動し、一連の流れを黙って見守っていたエルザがクラウスの腕にそっと手を絡ませ、ぽそりと小さな声で囁く。

「寂しいからといって意地悪するのはお止めになさったらいかが？　そろそろ弟離れされないと」

「……む」

　妻に図星を突かれきゅっと眉根を寄せたクラウスだったが、やがて観念したように小さく溜息を零し、グレンとレイファのふたりを見やる。

「互いを守れ。愛し、慈しみ、敬意を忘れるな。足りない部分は補い合い、高め合え。前例が無いなら、作ってしまえ。……それが我がエディントン家の家訓だ」

　そこまで言い切り、ふっと頬の力を緩めたクラウスの顔には、弟と妹の成長を喜ぶ兄の表情が確かにあった。










　エディントン家を出てから四年、その間グレンは父の旧友の元で一から仕事を叩き込まれていたのだという。

「――――そこでは〝アーネル〟と名乗っていた。ゴミ拾いやら使い走りやら、何でも自分でやらされた」

　自分がどれだけ恵まれていたのか、嫌というほど身に染みて感じた、とグレンが苦笑する。

「理不尽な扱いを何度も受けたよ。エディントンの名を持たない俺は、はたから見ればただの頭でっかちなガキだった。まともに話も聞いてくれない相手とどう距離を縮めるのかなんて、本には書いていなかったから苦労した」

　いくら知識を詰め込んでいても、それを使う機会すら与えられないこともある。

　その機会を得る為に話術があり、人脈を作る必要があることを知ったのだと、グレンは語る。

　――グレン・アーネルとして生きた四年という月日は、グレンを大きく成長させたらしい。

　十代特有の青臭さが抜け、どこか刺々しかった雰囲気も丸くなり、余裕すら感じさせる佇まいをみせるグレンにレイファの心臓は落ち着きなく跳ねる。

「……この部屋に入るのも随分久しぶりな気がするな。寮に入っていた年数の方がずっと長かったのに、不思議な感覚だ」

　感慨深そうに目を細め、そっと机を撫でるグレンをソファから見つめながら、レイファはまだ自分が夢を見ているのではないかと疑っていた。

　しっかりと足は床についているはずなのに、何故か足元がふわふわしているような気がする。

　それでも無意識に目だけはグレンの姿を追いかけ続けてしまう。

（本当に……私は坊っちゃまの妻になれるのかしら）

　つい先程の出来事なのに、あまりにも現実味が無い。

　嬉しさや戸惑いといった様々な思考が脳内を駆け巡る中で、不意にぱちりとグレンと視線がぶつかり、レイファの顔が一瞬で赤くなる。

　慌てて顔を伏せて手をもじつかせ、キョロキョロと視線を彷徨わせながらも、ちらりと上目遣いでグレンの顔を窺う。

　するとレイファを見ていたグレンが目を大きく見開いて、ぎゅっと眉根を寄せてから勢いよく両手で顔を覆い隠した。

「レイファ……俺が今、色々したいのをどれだけ苦労して我慢していると思っているんだ……」

　絞り出したようなグレンの声に、訳が分からないままにレイファは戸惑いの声を上げる。

「が、我慢……？　何を我慢されておられるのですか？」

　小さく首を傾げるレイファに、大きく息を吸い込みぐっと止めてからゆっくりと吐き出す、を何度か繰り返し何とか自分を落ち着けたらしいグレンが「いいか、レイファ」と口を開く。

「二十年近く想い続けて来た相手と結婚できると決まって、四年ぶりに再会した相手が前にも増して綺麗になってて、しかも俺と目が合って顔を赤らめるんだぞ？　正直、幸せすぎて理性がぶっ飛びそうなんだよ！」

　怒っているのか、告白しているのか。

　なんだかよく分からないが、とても嬉しくて、少し恥ずかしい。

　赤らんだ頬を更に赤くし、ぎゅうっと服を握りしめながらレイファがぽつりと呟く。

「が……我慢しなくても良いのではないでしょうか……？」

　え？　と目で訴えかけるグレンをちらりと見、意を決して立ち上がり、グレンの側へと近づく。

「わ、私は……坊っちゃまに触れていただきたい、です……」

　グレンの服の裾をそっと掴み、消え入りそうな声で告げる。

　自分でも驚くほど大胆な行動をしている気がする。

　だけれど本心だった。

「そんなに長く想っていてくださったのかとか、綺麗になったと仰っていただいて嬉しいとか、坊っちゃまが素敵すぎてどうしようだとか、私ももう色々とどうして良いか分からないのですが……あの、その、坊っちゃまさえよろしければ――――」

　想いが溢れて止まらなくなったレイファの体を、グレンの長い腕が抱き込む。

　懐かしいグレンの温もりに、鼻の奥がツンと痛くなる。

「……お前は狡い」

　耳元で囁かれ、レイファの肩がビクリと震える。

　大きな手がレイファの顎にかかり、上を向かされ、グレンの熱っぽい瞳と視線がぶつかると同時に唇に柔らかいものが触れた。

　おずおずと、まるで壊れ物を扱うかのような繊細な感触。

　ふにと柔らかい唇の隙間から、熱い吐息がレイファの唇を湿らせる。

「は……」

　角度を変え、何度も何度も口付けされる中で交わる互いの吐息。

　あれだけ肌を重ねても、決して唇同士が触れ合うことはなかったのが、今こうしてやっと触れ合っている。

　願ってはいけないと思っていた。触れてはいけないと思っていた。

「好き、です……。坊っちゃま、好き……」

　端から溢れた涙と共に、思わず言葉がついて出る。

　触れていた唇の動きで、グレンが一瞬息を飲んだのを感じた。

　密着していた互いの間に隙間が空き、え？　と僅かに眉尻を下げたレイファの視界に、苦しげに眉間に皺を寄せるグレンの顔が飛び込む。

「……もう遅いからな。俺の箍は今、外れた」

「え？　……あっ」

　膝裏を抱かれてふわりと体が宙に浮き、そのまま寝室へと運ばれベッドの上に横たえられたかと思った瞬間、先程とは比べ物にならないくらい激しくグレンがレイファの唇を奪った。

「ん……ぅっ」

　分厚い舌が唇をこじ開け侵入し、レイファの口内はたちまち一杯になる。

　息つく間も与えられずに無我夢中に貪られ、息ができない。

　触れるだけの口付けとはまるで違う、身体の芯を熱くさせるような激しい口付けに、自然と吐息が甘くなる。

　酸欠でクラクラしてきたところで堪らず腕に力を込めると、僅かに身を起こしたグレンが肩で荒い息をつきながらレイファのタイに手を掛け、レイファは慌てふためいた。

「お待ちください……っ、陽が……！」

　レイファの主張も当然で、夕暮れ近くとはいえまだ外は明るく、カーテンも引いていない室内には充分すぎるほどの明るさがある。

　触れて欲しいとは言ったが、こんなにも明るいうちから肌を晒すには流石に抵抗がある。

「……隅々まで見たいんだ。記憶の中のレイファを、今こうして目の前にいるレイファで書き換えたい」

　ゆっくりとタイが抜き取られ、ボタンがひとつ、またひとつと外されていく。

　纏っていた衣服を全て剥がれて再びベッドに横たえられたレイファのしなやかな肢体を前にし、グレンの怒張は今にも暴発してしまいそうな程に膨れ上がっていた。

「あぁ……綺麗だ……」

　夢心地のままぽつりと呟かれ、レイファの肌が赤みがかる。

　先程の言葉通り、まるでひとつひとつ確かめるように手のひらや唇でレイファの身体をなぞっていくグレンに、レイファの口からは小さな喘ぎが洩れる。

「んっ、んん……っ」

　ぴんと尖った頂を爪先で弾かれ、親指のはらで軽く押しつぶされれば、快感が背骨を伝って下半身に降りていくような感覚を覚える。

　はぷりと大きな口で周りごと含まれた時には思わず驚き、背がしなった。
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「あ……っ坊っちゃま……」

　レイファの声を聞き、舌で乳首を舐め転がしていたグレンが不意に顔を上げ、何か物言いたげに眉を顰めた。

「……坊っちゃまじゃない」

　グレンの主張に、レイファの睫毛がぱちりと瞬く。

　続けてグレンの主張の意図するところに思い当たり、あ、と小さく口の動きだけで呟いた。

「あの、その……子供扱いをしている訳では……」

「それは分かっている」

　理解を示しつつも、むうっと唇を尖らせ尚もグレンは言う。

「だけどもう俺とレイファは坊っちゃまと執事じゃない。恋人同士で……じきに夫婦になる。本当は言葉遣いも改めて欲しいくらいだが……いっぺんに全ては難しいだろうから譲歩してやる」

　だから名前で呼べ。

　ほら早く、とでも言いたげな目線を向けるグレンに、レイファの頬が朱に染まる。

　グレンの言い分は尤もだ。

　こくりと唾を飲み込んで、レイファはおずおずと口を開く。

「グ、グレン……様」

　か細い声で名を呼ぶレイファにぐっと息を飲み込み、グレンは深い溜息を零しながらぽすりとその胸に頭を預ける。

「あぁ……やっぱりお前は狡いな……」

　何故名前を呼んだだけで狡いと言われるのか。

　素肌に触れる髪の感触がくすぐったい。

「んぁっ」

　不意に臍にぬらりとした生暖かい感触を感じ、ぐんと背がしなる。

　いつの間にか割り広げられた脚の間にグレンの身体が入り込み、濡れそぼった秘部が顕になるのを「ダメッ」と慌てて手で隠そうとするが、それよりも先にグレンの手がレイファの動きを制止してしまう。

　何度もグレンの目に触れている箇所ではあるが、こんなにも至近距離で見られたことはない。

　熱い吐息がかかる度にひくりと疼く陰唇に、レイファは堪らず目をつぶってしまう。

「お願いです……坊っちゃま、見ないで……」

「……また言ったな？」

　不満を滲ませたグレンの声にパッと目を見開いた次の瞬間、今までに感じた事のない快感がレイファを襲った。

「いやっ……なに……っ!?」

　閉じた花弁を解すように、熱い舌がレイファのぬかるむ秘部を行き来する。

　恥ずかしい、恥ずかしい。怖くて、恥ずかしくて、死んでしまいそう。

「な……ぁ、あぁっ、ぼっちゃ……いけませ……」

　いやいやと首を振るのに、グレンは全く聞く耳を持ってはくれない。

　大好きな、大事な人に、こんなところを舐められているだなんて。

　じゅる、と時折聞こえる水音が、レイファの愉悦と羞恥心をより一層煽り立てる。

　とろとろと溢れる蜜を貪るように、グレンの舌が淫唇を這い回る。

　四年前のあれ以来、何をも受け入れていなかった未開の花園が、グレンの舌によって少しずつ顕になっていく。

「あぅ……、んっ……、あ……っ」

　ゾクゾクと背筋を走る快感に、知らず知らずのうちに腰が跳ね、恥ずかしい声が洩れ出る。

　徐々に解れてきた隱路の、より深くより奥にと分厚い舌が侵入はいってくる。

「だめで……す、ぼっちゃま……！　もう、あぁっ」

　何度請うても、舌は蠢き、舐り、啜られる。

　止めなければと思っているのに、愛撫される悦びに内腿は震え、腰が踊る。

「――――ぁっ！」

　すっかり蕩けた隱路に長い指が差し入れられ、グレンによって暴かれた快楽の源を掠めた瞬間、目の前が一瞬白く弾け飛ぶ。

　無意識のうちに媚肉が指を締め付け、軽い絶頂がグレンに伝わってしまったらしい。

　くぷりと膣内なかの指が増やされ、痙攣する淫壁がぐぐっと押し広げられる。

　コロコロと陰核を弄ばれながら増えていくグレンの指が、的確に弱点を突いていく。

「いゃ……っダメ……、本当にもう……っ！」

　白い豊臀が戦慄き、つま先を丸めてレイファは歯を食いしばる。

　じわじわと渦巻く快楽の渦に飲み込まれる前にと、レイファは震える声で懇願した。

「お願……、グレンさま……どうか、貴方と一緒に……！」

「――――っ！」

　レイファの甘い声にグレンはパッと顔を上げ、ヒクつく隱路から指を抜き取り、代わりに熱く滾った鉄杭を押し当てる。

「もっと準備してからと思っていたが……俺ももう我慢出来ない……！」

　燃えるように熱く筋張った雄茎からとろりと溢れる雄の蜜。

　レイファ自身から溢れた愛蜜と混ぜるように狙いを定め、グレンの腰がゆっくりと落とされる。

「ん……っ」

　指などよりもずっと存在感の大きい雄茎がずず、と婬壁をこじ開けていく鈍痛に、レイファの顔が微かに歪む。

「やっぱり痛むか……？」

「だ……いじょうぶです……」

　自身も辛そうな顔をしているのに、労ってくれるグレンの愛情が鈍い痛みを和らげてくれる気がする。

「全部……挿は入いりました、か……？」

　腰の動きを止めたグレンに尋ねると、言い辛そうに目線を動かしつつ「いや……まだ半分くらいだ」と答えが返り、レイファは驚きに目を見開いた。

「は、半分？　まだ挿は入いるのでしょうか……？」

「俺もよく分からないが……多分挿は入いると思う……」

　グレンの陰茎が太く長いとは知っていたが、まさかまだ半分しか入っていないとは思っていなかった。

「もう少しだけ、我慢してくれ」

　いいか？　と尋ねるグレンの切なげな瞳に、レイファは小さく頷き返す。

　グ、ググ、と奥をこじ開ける感覚と共にグレンの腰が落ちてくる。

「…………っ」

　目を瞑り、ハ、と息を吐きながら痛みに耐えていたレイファの頬にぽたりと雫が落ち、薄く目を開く。

「グレン様……？」

「…………っ、すまん……何だか胸がいっぱいで……っ」

　涙を誤魔化そうと必死に瞬きをするグレンの姿に、レイファもまた目頭が熱くなる。

「ずっと、ずっと好きだった……。初めて会ったあの日から、ずっと……。愛してる、レイファ。今までもこれからも、お前だけを愛し続けると誓うよ」

　涙と共に吐露されるグレンの想い。

「私も……私もです、グレン様。お慕い申し上げております。どうか、どうか私をグレン様の一番近くに置いて下さい……！」

「――――レイファ……っ」

「あ……――――っ」

　身も心も重なり合ったふたりの重みで軋むベッドの音は夜分遅くまで絶え間なく続き、レイファの肌には無数の赤い印が散らばった。

　心地よい気怠さの中、全身にグレンの温もりを感じながらレイファは思う。

　もうひとりで眠らなくてよいのだ、と。

　探し続けていた居場所はここにあったのだ、と。

「グレン様」

　愛しい人の名を呼ぶ。

「あの日の約束を……覚えていらっしゃいますか？」

　レイファの問いに、グレンの唇が優しげに持ち上がる。






「――――俺がずっと一緒にいてやる。夫と妻はずっと一緒だ」






　回り道や遠回りを経て、ほんの少しだけ形を変えて、幼い日の約束はついに果たされた。

　グレンはレイファと共に。

　レイファはグレンと共に。

　初恋を実らせた坊っちゃまと執事の愛は、まだ始まったばかり――――。
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２０１９年『異世界御奉仕記録』でデビュー。
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